
 

 

 

令和 6年度 

 

研 修 集 録 

               NO.9 
 

 

 

 

 

 

秋田県立大館桂桜高等学校 
 
 
 

 



 

 

巻頭言（大館桂桜高校研修集録） 

「主体的に学習に取り組む態度」の育成 

校長 中田 善英  

 新学習指導要領下の指導が３年目となりました。本校では「21世紀を生き抜くために桂桜生に身につけさせ

たい力」＝「桂桜力」として、４つの力「習得力」「思考力」「行動力」「発信力」を定めています。新学習指導要

領のより良い実施に向けて、昨年度、本校では「桂桜力ルーブリック」を作成し、４つの力で構成される桂

桜力について、生徒が身に付け発揮する姿をより具体的にイメージできるよう５段階で表記しました。

今年度はさらにブラッシュアップするために、研究テーマを「『行動力』を身に付けさせるための指導

と評価の工夫」として取り組みました。具体的な取組事項としては、各教科で作成した桂桜力ルーブリ

ックにおける「行動力」の評価基準をもとに、「主体的に学習に取り組む態度」を育成するための指導

と評価のあり方について、授業研修会等で実践し、検証しました。ルーブリックは授業形態に合わせて、

「座学中心の授業」と「実験・実習や演習、あるいはグループワーク中心の授業」に応じたものを作成

しており、各教科の特性に対応する形で改良を重ねております。 

 

 各教科で行った授業研修会（11月 13日（水））で、改善点として次のような意見が出されました。 

・生徒が行う実験にすれば主体的かつ行動力を育むことができたのではないか。 

・教科書に記載されている内容の説明は省略して、生徒の活動の時間を長くすることができたので

はないか。 

・前半の20分間、先生の説明のみであったので生徒の声も欲しかった。 

 

 また、授業研修会当日は、第２回大館・北秋田地区中学校・高等学校長等連絡協議会も本校で開 

催され、参加された校長先生方からは、授業を参観して次のような感想をいただきました。 

・説明が多いと感じる。もう少し学び合いを効果的に取り入れたらどうだろうか。 

・全体的に講義形式であり、先生が説明している場面が多く、もっと生徒たちが活動している場面

を見たり生徒の発言を聞きたかった。 

 

 これらの意見から、本校の授業改善ポイントは、「教師の話を減らす」「生徒が主語」「学び合い」

と考えています。生徒の主体性を重視(主語は生徒)し､生徒相互の学び合い､深め合いを支援する。しか

も、個人の力量まかせではなく、学校として、教科として、チームとして、ルーブリックを活用しなが

ら授業改善に取り組んでいくということが大切だと感じています。 

 

 日々の業務に追われ、多忙な毎日を送っている学校現場において、今までと違うやり方や新しい取組

を導入することはなかなか難しいことだと、自分自身の経験を踏まえてそう思うところはあります。今

までやってきた方法で成果を上げてきたと思えるならなおさらです。しかしながら、教育の指導法や指

導技術において「絶対」はないのは確かです。だとしたら、私たちは「これまでもこうだから、これか

らもこうだ」という思い込みは捨てて、「このやりかたで果たしていいのか。何か他にもっと良いやり

かたはないのか」と疑い、検証する姿勢が、個人として、チームとして必要であり、それが生徒の「主

体的に学習に取り組む態度」の育成に繋がるものと考えます。 



 

 

 

観点 秀 優 良 可 不可 評 価

知
識
・
技
能

知識や技能に関
する指示や説明
を十分に理解
し、習得するた
めの努力を主体
的に継続するこ
とができる

知識や技能に関
する指示や説明
を理解し、習得
するための努力
を継続すること
ができる

知識や技能に関
する指示や説明
を理解し、習得
しようという姿
勢が見られる

知識や技能に関
する指示や説明
を理解すること
ができる

知識や技能に関
する指示や説明
を理解すること
ができない

発
想
力

感じた疑問や課
題の解決方法や
手段について、
自分の意見や手
順を論理的に展
開し、さらにそ
の考えを他人に
説明することが
できる

感じた疑問や課
題に対して、解
決する方法や手
段について、自
分の意見や手順
を論理的に展開
できる

感じた疑問や課
題に対して、解
決する方法や手
段を考えること
ができる

日常で疑問や課
題といった「な
ぜ」を感じるこ
とができる

日常で疑問や課
題といった「な
ぜ」を感じるこ
とがない

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力

状況を整理し、
問題点や課題点
を分析し、新し
い仕組みや方向
性について自ら
の考えを他人に
伝えることがで
きる

状況を整理し、
問題点や課題点
を分析し、新し
い仕組みや方向
性について自ら
の考えをまとめ
ることができる

観察した現状か
ら、問題点や課
題を考えようと
することができ
る

今置かれている
現状や立場を客
観的に観察する
ことができる

今置かれている
現状や立場を客
観的に観察する
ことができない

ＩＣＴを活用し
て必要な情報を
収集したり資料
にまとめたりす
ることにより、
効果的なプレゼ
ンテーションを
展開することが
できる

ＩＣＴを活用し
て必要な情報を
収集したり資料
にまとめたりす
ることにより、
プレゼンテー
ションをするこ
とができる

ＩＣＴを活用し
て情報を収集し
て、プレゼン
テーション資料
を作成すること
ができる

ＩＣＴを活用し
て情報を収集し
たり資料にまと
めたりすること
ができる

ＩＣＴを活用し
て情報を収集し
たり資料にまと
めたりすること
ができない

実
践
力

目的や目標に対
して適切な計画
を立て実践・評
価している。さ
らに他人の意見
を取り入れなが
ら、周囲を巻き
込んで行動でき
る

目的や目標を設
定しており、具
体的な計画に基
づき粘り強く取
り組み、さらに
目標達成度合い
を適切に評価し
ている

目的や目標を設
定しており、具
体的な計画を立
てて粘り強く取
り組んでいる

目的や目標を設
定しているが、
具体的な計画が
なく、実践でき
ていない

目的や目標がな
く、場当たり的
な行動をしてい
る

人
間
関
係
構
築
力

他者の考えや意
見を尊重すると
ともに、自分の
言動に責任を持
ちながら、好ま
しい人間関係を
構築することが
できる

他者とのコミュ
ニケーションを
とることがで
き、他者の考え
や意見を聞き、
理解し共感を得
ることができる

他者とのコミュ
ニケーションを
とることがで
き、他者の考え
や意見を聞くこ
とができる

他者とのコミュ
ニケーションを
とることができ
る

他者とのコミュ
ニケーションを
とることができ
ない

桂桜力ルーブリック

桂桜力

習
得
力

思
考
・
判
断
・
表
現

思
考
力

発
信
力

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

行
動
力

「桂桜力」=「習得力」 × 「思考力」 × 「行動力」 × 「発信力」

①話を聞く力 ①疑問を持つ力 ①計画する力 ①情報を選択する力
②理解する力 ②発想する力 ②話し合う力 ②発表する力
③継続する力 ③論理的に考える力 ③役割を見つける力 ③ＩＣＴを活用する力

④分析し判断する力 ④実行する力
⑤良好な人間関係を構築する力
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令和６年度  第１回 校内授業研修会 
 

 

１ 研究テーマ 

 

 

「行動力」を身に付けさせるための指導と評価の工夫 

 

 

 ※具体的な取組事項 

桂桜ルーブリックにおける「行動力」の評価基準を参照及び「主体的に学習に取り組む態度」を評

価するためのルーブリックを各教科で作成済みの内容をもとに授業等で実践し評価、検証する。 

   ルーブリックは授業形態に合わせて昨年度既に作成している。「座学中心の授業」と「実験・実習

や演習、あるいはグループワーク中心の授業」の各授業形態に応じたルーブリックである。 

 

 

２ 実施日   令和６年１１月１３日（水） 

 

 

３ 日 程   １校時 ～４校時  通常授業（１２：４５終了） 

                 ※ ４校時終了後、研究授業以外のクラスの生徒は放課 

                【昼休み】    １２：４５～１３：２０ 

                【５校時】    １３：２０～１４：１０ 研究授業 

                【研究協議】    １４：２０～１５：１０  授業研修会 

                【全体会】    １５：２０～１６：１０ 全体会（大講義室） 

 

 

４ 実施教科・科目・クラス・授業者・会場 

教科（科目） クラス 授業者 授業場所・協議会場 

国語（現代の国語） １Ｃ 藤井 志保 １Ｃ 

地歴（地理総合） １Ｆ 大塚 陽平 １Ｆ 

数学（数学Ⅰ） １Ａ 櫻庭由貴子 １Ａ 

理科（化学基礎） １Ｅ 吉成  徹 化学室 

英語（英語コミⅢ） ３Ｆ 成田  桂 選択２ａｂ 

家庭（家庭基礎） １Ｄ 中嶋真由美・能島仁 １Ｄ 

機械（機械工作） ２Ａ 船木 蒼太 ２Ａ 

土木・建築（建築計画） ３Ｃ 佐藤諒之介 建築計画実習室 
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５ 研究授業（５校時）  １３：２０～１４：１０   各教室 

   授業参観者は、職員室（出席簿置き場付近）から付箋（各 10 枚の束）を持参し、授業中は本

時のねらいに沿って評価の観点が達成できているかについて感想、意見をメモしておく。（研

究協議で使用。） 

   ブルーの付箋････「評価できる点」をメモする。 

     ピンクの付箋････「改善を要する点」などをメモする。 ※時刻記入もお願いします。 

 

６ 研究協議（６校時）    １４：２０～１５：１０    各教室 

  テーマ：「行動力」を身に付けさせるための指導と評価の工夫 

   指導案の本時のねらいに沿って、評価の観点が授業で達成できていたかについてを評価してくだ

さい。 

 

７ 全体会   １５：２０～１６：１０   大講義室（司会：佐藤由） 

  内     容 

 

協議会 

14:20～15:10 

 

 

 

 

 

各科の進行担当が進行。 

➀授業者より、本時の授業のねらいなどの説明。 

②大きく印刷した指導案にテーマに沿って付箋を貼りながらそれぞれ感想、

意見を述べる。 

各科の発表担当 

①話し合ったこと内容を記録（発表）者が発表し、教科全体で共有する。 

 

全体会 

15:20～16:10 

 

 

各科の記録（発表）者がまとめた内容を発表する。 

各授業５分程度で発表してください。 

 

 

８ 授業研修会のグループ割り 
 

科目 
 
会 場 

 
         （◎印：授業者  〇印：進行者） 

 
国語：現代の国語 

 
  １Ｃ 

 
◎藤井、〇佐藤真、齊藤、奈良、成田め 

 
地歴：地理総合 

 
  １Ｆ 

 
◎大塚、〇牧野、阿部、佐藤太、三森、土濃塚 

 
数学：数 学 Ⅰ 

 
１Ａ 

 
◎櫻庭、〇高谷、茂内、田山、畠山雄 

 
理科：化学基礎 

 
 化学室 

 
◎吉成、〇成田司、村木、才宮、石木田 

 
英語：英語コミュニケーションⅢ 

 
３Ｆ 

 
◎成田桂、〇石川、神成、佐藤由、五代儀 

 
家庭：家庭基礎 

 
  １Ｄ 

 
◎中嶋・能島、〇木村、浅利、渡部、小笠原 

 
機械：機械工作 

 

 
  ２Ａ 
 

 
◎船木、〇近藤、庄司、畠山忠、安岡、嶋田 
  高橋慶 

 
土木・建築：建築計画 

 

 
建築計画 
実習室 

 
◎佐藤諒、〇工藤、馬淵、加藤、恵比原、福司、 
 莊司、長崎 
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大館桂桜高等学校 国語科（現代の国語）学習指導案 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：１年Ｃ組 

使用教科書：新編 現代の国語（大修館書店） 

授 業 者：教諭 藤井志保 

場    所：１年Ｃ組教室 

 

 

１  単  元  名 ： ９ 他者を動かす 

「魅力的な企画書を書こう」 

 

２  単元の目標 ：①書き言葉の特徴や役割をふまえ、目的に応じた表現や言葉遣いを理解している。 

【知識・技能】 

         ②目的や意図に応じて題材を決め、相手を意識しながら必要な情報を整理して、 

伝えたいことを明確にしている。 

【思考・判断・表現】 

         ③目的に応じた表現や言葉遣いをしたり、目的や意図に応じて題材を決め、相手を 

意識しながら必要な情報を整理して伝えたりする取り組みを粘り強く行うととも 

に、自らの学習を調整しようとしている。 

                              【主体的に学習に取り組む態度】 

 ３ 指導にあたって 

（１）単元観 

      本単元は、企画書を書くことを通して、相手の心を動かすにはどのような要素や内容が必要な

のかを考え実際に行う単元である。桂桜祭に向けて企画書に取り組んだ生徒もいるように、企画

書は実社会の様々な場面で作成する機会がある。相手の心を動かす企画書はどのようなものか、

相手を説得するにはどのような工夫が必要かなど、受け手の気持ちを想像しながら書くという

「書くこと」において最も基本的な姿勢を確認し、理解や同意を得る力を高めたい。また、生徒

自身が誰かに何かを本当に伝えたいことが出来たときに、伝えられる技術と自信も養いたい。 

 

指導計画（総時間 ６ 時間） 

１時間目・・・説得力のある企画書とはどのようなものかを考える。 

２時間目・・・企画書の背景や概要を考える。【本時】 

３時間目・・・企画書の具体的内容を考える。 

４時間目・・・企画書をまとめる。 

５時間目・・・企画書を発表し、説得力のある企画書とはどのようなものかをまとめる。 

６時間目・・・企画書を評価し合い、学習を振り返る。 

 

 

（２）生徒観 

       ３５名（男子２８名、女子７名）の、土木・建築科のクラスである。スピーチや意見文など、

自分の考えを表現したり伝え合ったりする活動に積極的に取り組めるクラスである。一方で、人

に伝えることに対して自信を持てない生徒も少なくないため、学び合い自分達で授業を深め合っ

ていくことで、自信を養いたい。 
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（３）指導観 

        生徒同士の意見交換や発表等を通して学び合えるクラスであるため、生徒の気づきを大切にし

ながら理解を深めたい。気づいたことを共有させたり、話し合いの様子をよく観察したりして、

６時間を通して生徒の気づきが出てくるまで、待つことを大切にして授業を進める。また、「目

的を定める」「具体的にする」「比較する」など、これまで学習した「書くこと」に関する生徒

の気づきにも触れながら、さらに学習を積み重ねていきたい。 

 

４ 単元の評価規準 

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

書き言葉の特徴や役割をふ

まえ、目的に応じた表現や言

葉遣いを理解している。 

 

目的や意図に応じて題材を決

め、相手を意識しながら必要

な情報を整理して、伝えたい

ことを明確にしている。   

目的に応じた表現や言葉遣いをしたり、目的や意

図に応じて題材を決め、相手を意識しながら必要

な情報を整理して伝えたりする取り組みを粘り強

く行うとともに、他人の意見を取り入れながら、

周囲を巻き込んで行動できる。 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

 

６ 本時の学習活動 

（１）本時の学習目標 

      企画の背景を明確にし、説得力のある企画書について理解を深めることが出来る。 

 

（２）本時の指導にあたって 

前時間で学習した「説得力のある企画書の項目」をもとに、「大館市移住体験ツアー」という企

画の背景を考え、さらに企画の概要を考える。グループ活動にすることで様々な見方、考え方に触

れさせ、生徒の気づきを引き出しながら、説得力のある企画書とはどのようなものか、より理解を

深めていきたい。 

 

（３）指導過程  評価の観点････①知識・理解  ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 身 に 付 けさ せ たい 力 評価の観点 

導 入 

（10） 

・企画書のテーマを確認し、思いつく企

画内容を挙げる。 

 

・前時で学習した企画書の項目を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

○企画の背景を明確にす

ることで、より説得力の

ある企画書を書くことが

出来ることを確認する。 

  

秀 優 良 可 不可 

目的や目標に対して適切

な計画を立て実践・評価

している。さらに他人の

意見を取り入れながら、

周囲を巻き込んで行動で

きる。 

目的や目標を設定して

おり、具体的な計画に

基づき粘り強く取り組

み、さらに目標達成度

合いを適切に評価して

いる。 

目的や目標を設定して

おり、具体的な計画を

立てて粘り強く取り組

んでいる。 

目的や目標を設定して

いるが、具体的な計画

がなく、実践できてい

ない。 

目的や目標がなく、場

当たり的な行動をして

いる。 
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展 開 

（35） 

・本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

・企画の背景を考える。（３分） 

 

・グループで企画の背景を共有し、その

内容をふまえて企画の概要を考える。

（１０分） 

 

 

 

・活動を通して、説得力のある企画書に

ついて気づいたことをプリントに記入す

る。（２分） 

 

・全体で企画の背景、概要、気づいたこ

とを共有する。（１０分） 

 

・企画の背景や概要について補足する。 

 （１０分） 

 

 

 

 

 

 

 

○必要に応じてタブレッ

トを用いて調べさせ、具

体的なデータや事例はよ

り伝わりやすいことに気

づかせる。 

 

○説得力のある企画書に

するために、目的、対

象、読み手の気持ち等の

キーワードに気づかせ

る。 

 

 

○気づいた点をもとに、

より説得力のある企画書

になるよう支援する。 

 

 

 

 

 

思考力 

 

 

 

 

 

 

 

行動力 

 

 

 

 

 

 

思考力 

 

 

 

 

 

  ② 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 

 

 

 

 

 

 

  ② 

 

整 理 

（5） 

・振り返りシートに、本時の振り返りを

書く。（５分） 

○目標を改めて確認し、

何を振り返るかを明確に

する。 

行動力   ③ 

 

 

 

○授業者から 

授業のねらいとして「企画の背景を明確にし、説得力のある企画書について理解を深めることがで

きる」としたが、生徒が振り返りをしやすいようにねらいをもっと工夫しても良かった。 

今回の研究授業では、生徒の気づきの中で授業を進めようと思った。たくさんの気づきがあって良

かったが、説明をする際に、もっと生徒の発言をもとにして説明できれば良かった。 

 

○各教科の協議会での提言 

生徒が活動を通じて「自ら気づく」仕掛けが上手で、声かけも丁寧に行われ効果的だった。またタ

ブレットを利用する際の利用目的が明確で、使うためのタイミングや指示も的確だった。 

「企画の背景を考える」活動は、「何のためにその活動をするのか」考える流れに繋がり、生徒の「思

考力」「行動力」に繋がる。加えて今回の授業では、メインは「企画書を作る」活動だが「書く」活

動にも繋げており、今回の授業だけで終わらせず、他の活動や実生活に活かす意識付けが出来ていた。 

  改善点としては、「最終的にどのような形で企画書を発表するのか、事前に示しておくと良かった

のではないか」という意見があった。最終的に個人で企画書を作るのか、グループでテーマを決めて

取り組むのか、発表の仕方も含めて事前に提示しておくと、プリントに記入する内容や分量も変わっ

てくると思われる。 

 

本時の目標 

企画の背景を明確にし、説得力のある企画書について理解を深めることができる。 
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またより良い企画書作りのための方法として、「発表の際に企画書を貼り出し、良い企画書を生徒

たち自身に選ばせる」という手法の紹介があった。「こういう企画書が良い企画書」という評価の観

点を生徒たち自身に決めさせ、そのうえでどれが良いと思ったか選ばせる。選ぶ際には生徒にコメン

トを書かせ、「コメントの文章も授業の評価対象にする」ことを事前に伝えておくと、自分たちで決

めた評価規準をふまえてきちんと選んでくれるとのことだった。 
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大館桂桜高等学校 地理歴史・公民科 【地理総合】学習指導案 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：１年Ｆ組 

使用教科書：高等学校 新地理総合（帝国書院） 

                                                     新詳高等地図（帝国書院） 

授 業 者：教諭 大塚 陽平 

場   所：１年Ｆ組教室 

 

１ 単元名 第２部 国際理解と国際協力 

 第１章 生活文化の多様性と国際理解 

             ２節 世界の気候と人々の生活 

 

２ 単元の目標 

①世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文化が地理的環境から影響を受けたり，影響

を与えたりして多様性をもつことや，地理的環境の変化によって変容することなどについて理解

する。【知識・技能】 

②世界の人々の生活文化について，その生活文化が見られる場所の特徴や自然及び社会的条件との

関わりなどに着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因などを多面的・多角的に考察し，表

現する。【思考・判断・表現】 

③生活文化の多様性と国際理解について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体

的に追究，解決しようとする態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

３ 指導にあたって 

 （１）単元観 

本単元では、世界の人々の生活文化が、その地域のどのような環境に影響を受け、また人々

が影響を与えたりして育まれてきたのかについて、場所や人間と自然の関わりなどに着目し

て世界各地の生活文化の特徴を理解し多様性の背景や変容の要因などを考えることを目標

としている。指導にあたっては、基礎知識の習得とともに、読図や作図、空中写真や景観写

真の読み取り、地理情報システム（GIS）の活用など、作業的で具体的な体験を伴う学習活動

により理解を深め、事象を説明したり自身の解釈を加えて論述できる思考力・判断力・表現

力を養いたい。 

 

    指導計画（総時間１１時間） 

     １時間目・・・気温・降水と人々の生活 

     ２時間目・・・大気大循環と人々の生活 

     ３時間目・・・世界の植生と気候区分 

     ４時間目・・・熱帯の生活（内容把握） 

５時間目・・・熱帯の生活（SKILL資料読解）【本時】 

     ６時間目・・・乾燥帯の生活（内容把握） 

     ７時間目・・・乾燥帯の生活（SKILL資料読解） 

     ８時間目・・・温帯の生活（内容把握） 

     ９時間目・・・温帯の生活（SKILL資料読解） 

    １０時間目・・・亜寒帯・寒帯の生活（内容把握） 

    １１時間目・・・亜寒帯・寒帯の生活（SKILL資料読解） 
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 （２）生徒観 

   35名（男子９名、女子２６名）の普通・生活科学科のクラスである。積極的に教え合ったり、発

言・質問をしたりするなど、意欲的に学習する生徒が多い。 

 

 （３）指導観 

   意欲的に取り組む生徒が多いため、ペアやグループでの意見交換、発表・発言による意見共有や

考えの共有機会を多く設け、互いに教え合い学び合うことで学習内容への理解を深めたい。また、

単元の終わりに自身の言葉でまとめさせることで、思考力・判断力・表現力を養いたい。 

 

４ 単元の評価規準 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

 

６ 本時の学習活動 

 （１）本時の学習目標 

   動画「コーヒーの起源エチオピアの旅」からコーヒーの生育条件と気候区との関係を読み取り、

説明できる。 

 （２）本時の指導にあたって 

   動画視聴を通して既習事項を確認することで学んだ知識と実生活とを関連付けて理解し、他者と

の意見交換により理解を深めることで、生徒の行動力・発信力を養う。 

 （３）指導過程   評価の観点・・・①知識・理解 ②思考・判断・表現 

                   ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 身に付けさせたい力 評価の観点 

導入 

(5) 

・本時の目標と流れを確認する。 ○活動中に目標と流れを

見失わないよう、見える

化する。   

A 知識・技能 B 思考・判断・表現 C 主体的に学習に取り組む態度 

世界の人々の特色ある生活文化を基に、人々の

生活文化が地理的環境から影響を受けたり、影

響を与えたりして多様性をもつことや、地理的

環境の変化によって変容することなどについて

理解している。 

世界の人々の特色ある生活文化を基に、自他の

文化を尊重し国際理解を図ることの重要性など

について理解している。 

世界の人々の生活文化につい

て、その生活文化が見られる

場所の特徴や自然及び社会的

条件との関わりなどに着目し

て、主題を設定し、多様性や

変容の要因などを多面的・多

角的に考察し、表現してい

る。 

生活文化の多様性と国際理解につい

て、よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追求しよう

としている。 

形態 秀 優 良 可 不可 

演習 

他者と積極的に関わ

り、他者の考えや意

見を尊重するととも

に自身の考えを深

め、発信することが

できている。 

他者と関わること

で、他者の考えや意

見を理解し共感する

ことができる。 

授業に参加する意志

が見られ、自ら課題

に取り組んでいる。

他者の考えや意見を

聞くことができる。 

授業に参加する意志

が見られ、課題に取

り組んでいる。 

授業に参加する意志

が見られず、課題に

も取り組んでいな

い。 

本時の目標：コーヒーの生育条件と気候区との関係を読み取り、説明できる 
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展開 

(35) 

・動画を視聴しながらワークシート

の「作業」に取りかかる。(25分) 

 

 

・周囲と「作業」の内容について互

いに確認し合う。(5分) 

 

 

・「作業」の内容を全体で共有する。 

 (5分) 

○個人作業と他者との確

認作業が円滑に進むよ

う、様子を見ながら支援

する。 

 

 

 

 

○GoogleFormを用いて集

約し全体に共有する。 

思考力 

行動力 

 

 

発信力 

 

 

 

行動力 

  ② 

  ③ 

 

 

  ② 

 

 

 

  ③ 

整理 

(10) 

・振り返りシートに本時の振り返り

を書く。 

○自己評価も含めたシー

トにする。 
  

 

○授業者から 

授業のねらいは、動画を見て、コーヒーの育成条件と気候区の関係性の読み取り、説明ができるま

でを予定していたが、時間の関係上、気候区との関係性を読み取らせ、説明するまでだった。全体で

共有し、振り返るまでいかなかった。しかし、ワークシートへの入力の際などは、周囲の生徒と相談

しながら入力していた。最後にコーヒーを飲み、楽しく授業ができた。 

 

○各教科の協議会での提言 

生徒との対話を重視していて、興味を持たせられる導入だった。また、活発に話ができる雰囲気の

授業だった。 

  ChromeBook を有意義に使っての授業で、ChromeBook の使い方が参考になった。動画のセレクトが

よく、見ていて興味が沸く楽しい授業だった。コーヒーの育成条件が土壌、気候などが大きく関係し

ていることを視覚情報から得ることでより理解を深めることができると思った。 

生徒が「主体的」に「行動」（活動）をする姿がみえ、参考になった。 

一方で改善の余地がある点は、本時の目標の提示の仕方である。本時の目標を電子黒板に表示して

いたが、電子黒板を活用する過程で消さなくてはならないため、最後まで提示できるように板書をし

た方がいいと思った。生徒が確認できるようにするためにも、いつでも見られるように提示しておい

たほうがいい。 
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大館桂桜高等学校 数学科 数学Ⅰ 学習指導案 

 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：１年Ａ組 

使用教科書：新編 数学Ⅰ（数研出版） 

授 業 者：櫻庭由貴子 

場    所：１年Ａ組 

 

１  単  元  名  ： ２次関数 第１節 ２次関数とグラフ 

 

２  単元の目標  ：２次関数の値の変化やグラフの特徴を理解するとともに、２次関数の式とグラフの関係

について考察できる。 

 

３ 指導にあたって 

（１）単元観 

        「第３章 ２次関数 第１節 ２次関数とグラフ」は、中学で学習した 2 次関数 y=ax2を平行移動

し,基本形 y=a(x-p)２+q のグラフさらには標準形 y=ax２+bx+c で与えられた２次関数のグラフをか

けるようにする。この後の第２節での２次関数最大・最小や第３節での２次関数 x 軸との位置関係

で必要な知識・技能であるため、確実に定着させたい。 

 

指導計画（総時間７時間） 

１時間目・・・２次関数 y=ax2のグラフ 

２時間目・・・２次関数 y=ax2+q のグラフ 

３時間目・・・２次関数 y=a(x-p)2のグラフ 

４時間目・・・２次関数 y=a(x-p)2+q のグラフ【本時】 

５時間目・・・２次関数形 y=ax２+bx+c のグラフ（平方完成のみ） 

６時間目・・・２次関数形 y=ax２+bx+c のグラフ 

７時間目・・・２次関数形 y=ax２+bx+c のグラフ 

 

（２）生徒観 

        29 名（男子 27 名、女子 2 名）の機械科のクラスである。活発な生徒が多く、考察することを

苦手とするが、全体的に関心を持って授業に取り組む生徒が多い。数学を苦手とする生徒が多い

中で、特に「関数」に対する苦手意識が高い。 

 

（３）指導観 

        解法や仕組みが分かると、意欲的に問題に取り組む生徒が多いため、式とグラフの関連性を理

解させたい。また、その定着を図るために演習プリントを準備し、様々なグラフをかけるように

したい。 
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４ 単元の評価規準 

➀知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

○y=ax2、y=ax2+q、y=a(x-p)2、y=a(x-

p)2+q の表記について、グラフの平行

移動とともに理解している。 

○式を平方完成することができる。 

○平方完成を利用して、２次関数

y=ax２+bx+c のグラフの軸と頂点を

調べ、グラフをかくことができる。 

○２次関数の特徴につて、表、式、グ

ラフを相互に関連付けて多面的に考

察することができる。 

○２次関数 y=ax２+bx+c のグラフを、

y=ax2 のグラフをもとに考察するこ

とができる。 

○放物線のもつ性質に興味関心を示

し、自ら調べようとする。 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

形態 秀 優 良 可 不可 

 

座 

 

学 

目的や目標に対して

適切な計画を立て実

践・評価している。さ

らに他人の意見を取

り入れながら、周囲

を巻き込んで行動で

きる。 

目的や目標を設定し

ており、具体的な計

画に基づき粘り強く

取り組み、さらに目

標達成度合いを適切

に評価している。 

目的や目標を設定し

ており、具体的な計

画を立てて粘り強く

取り組んでいる。 

目的や目標を設定し

ているが、具体的な

計画がなく、実践で

きていない。 

目的や目標がなく、

場当たり的な行動を

している。 

 

 

６ 本時の学習活動 

（１） 本時の学習目標 

・２次関数 y=a(x-p)2+q の頂点や軸を調べ、グラフをかくことができる。 

    ・２次関数 y=ax2を平行移動したときの２次関数の式を求めることができる。 

 

（２）本時の指導にあたって 

前時の授業までで学習した y=ax2、y=ax2+q、y=a(x-p)2を丁寧に確認し、２次関数 y=a(x-p)2+q 

のグラフをかく際に、迷わずにかけるようにしたい。 

 

（３）指導過程 評価の観点････①知識・技能  ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 
身 に 付 け さ せ た い 力 

（ 桂 桜 力 ） 

評価の観点 

導 入 

（8） 

＜前時の復習＞ 

・y=ax2、y=ax2+q、y=a(x－p)2の頂点と

軸、平行移動について確認する。 

○確認事項を黒板に書き、

いつでも振り返ることがで

きるようにする。 

 

習得力 

 

  ① 
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展 開 

（40） 

 

 

 

 

 

・２次関数 y=(x－2)2+1 の頂点の座標を

予測し、対応表で確認する。（5 分） 

・頂点・軸、平行移動について確認し、

グラフをかく。（5 分） 

 

・２次関数 y=－(x＋1)2－2 の頂点、軸を

もとめ、グラフをかく。（5 分） 

 

・練習８を解く。（5 分） 

・解答者を指名し、黒板にグラフ等をか

いてもらい、解答の確認をする。（7 分） 

 

・板書されている練習８の解答を用い

て、式と平行移動の関連について確認す

る。（2 分） 

 

・例４を解かせ、確認をする。（5 分） 

・練習９を解かせ、確認をする。（5 分） 

 

 

 

 

 

○対応表で y=(x－2)2と

y=(x－2)2+1 を比べ、y 軸方

向に 1 だけ平行移動してい

ることを確認する。 

 

○頂点の x座標の符号に注

意できるように声掛けをす

る。 

 

 

 

○平行移動と式の関連を再

確認し、例４への導入とす

る。 

 

 

 

 

 

 思考力 

 習得力 

 

 

 

思考力 

 

 

 行動力 

 発信力 

 

 習得力 

 

 

 

 行動力 

 

 

 

 

 

 

  ② 

①  

 

 

 

  ② 

 

 

  ③ 

②  

 

  ① 

 

 

 

  ③ 

   

整 理 

（2） 

・y=a(x-p)2+q の頂点や軸、平行移動につ

いて確認をする。 

   

習得力 

 

  ① 

 

○授業者から 

単元は２次関数で、中学からの取りこぼしがあり、定着が難しい範囲である。復習事項や演習問題

に積極的に取り組むことができるかを評価しながら、授業を進めた。 

 

○各教科の協議会での提言 

   評価できる点として、導入が丁寧である。電子黒板と黒板の使い分けが良く、演習時に最初は生徒

も緊張していたが、答え合わせを行うときは教え合う姿も見られた。 

   改善点では、単元の指導計画にも話が及んだ。今回の研修テーマである「行動力」について、本時

は演習問題に向かう姿勢や学び合う場面が確認でき、それが「行動力」に繋がると考えられる。また、

他教科（体育）の参観者からは、「体育の授業では観点を事前提示しながら、種目の開始から終了ま

でにルールを理解したり、競技のポイントを意識的に取り組んだりしているか、生徒の変化を評価し

ている」という発言もあった。「行動力」を身に付けさせるための授業での取組や評価について、各

教科の工夫を知ることが出来た。 

 

 

 

 

  

本時の目標： 

２次関数y=a(x－p)2+qの頂点や軸を調べグラフがかける。 

 また、y=ax2を平行移動したグラフの式を求めることができる。 
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大館桂桜高等学校 理科 化学基礎 学習指導案 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：第 1学年Ｅ組（普通・生活科学科） 

使用教科書：高校化学基礎（実教出版）化基 705 

授 業 者：吉成 徹 

場    所：化学室 

 

１  単  元  名 ： ３章 物質の変化 ２節 酸と塩基 ４ 水素イオン濃度とｐＨ② 

 

２  単元の目標 ：酸や塩基に関する実験などを行い，酸と塩基の性質及び中和反応に関与する物質の

量的関係を理解すること。 

  

３ 指導にあたって 

（１）単元観  ： 中学校では酸・アルカリ・中和を扱っており，酸とアルカリの性質や中和により水

と塩が生成すること，pH は 7 を中性として酸性やアルカリ性の強さを表している

ことについて学習している。化学基礎では、酸・塩基について，水素イオンの授受

による定義やその強弱と電離度，水素イオン濃度，pH などについて理解させる。中

和反応では，反応を化学反応式で表したり，反応に関与する物質の量的関係を理解

させ，実験を通して未知の酸や塩基を求めることができるようにする。 

         

指導計画（総時間 10 時間） 

１ 酸と塩基  （２時間） 

２ 水素イオン濃度とｐＨ（２時間）※本時２／２ 

３ 中和反応  （１時間） 

４ 中和滴定  （３時間） 

５ 塩の水溶液  （２時間） 

 

（２）生徒観 ： 普通・生活科学科の１年生（男子９名女子２６名）である。量的な関係や計算につ

いては苦手意識を持つ生徒もいるが，学び合いのなかで克服しようとする姿勢がみ

られるようになった。 

         

（３）指導観 ： 酸・塩基の定義，価数や強弱，水素イオン濃度，pH，中和，中和滴定，塩の水溶液

というように，内容が多岐にわたり生徒にとって「難しい」という印象を与えやす

い単元である。 一方で身近な物質にみられる性質でもあるため，実物を見ることも

たやすい。興味を持たせながら，指導していきたい。 
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４ 単元の評価規準 

➀知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

酸・塩基と中和について、酸と塩基の性

質、中和反応の物質の量的関係などを理

解しているとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能を身に

つけている。 

酸・塩基と中和について、観察、

実験などを通して探究し、物質の

変化における規則性や関係性を

見出して表現している。 

酸・塩基と中和に主体的に関わ

り、見通しをもったり振り返っ

たりするなど、科学的に探究し

ようとしている。 

 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

秀 優 良 可 不可 

他者と積極的に関わ

り、他者の考えや意見

を尊重するとともに

自身の考えを深め、発

信することができて

いる。 

他者と関わることで、

他者の考えや意見を

理解し共感すること

ができる。 

授業に参加する意志

が見られ、自ら課題に

取り組んでいる。他者

の考えや意見を聞く

ことができる。 

授業に参加する意志

が見られ、課題に取り

組んでいる。 

授業に参加する意志

が見られず、課題にも

取り組んでいない。 

 

 

６ 本時の学習活動 

（１）本時の学習目標 

・強酸・強塩基水溶液を 10nに希釈したときの pHを予想できる。 

 

（２）本時の指導にあたって 

演示実験を記録し，操作を正しく記録し結果を発表できるように 

 

（３）指導過程  評価の観点････①知識・技能  ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 
身に付けさせたい力 

（ 桂 桜 力 ） 

評価の

観点 

導 入 

（５） 

本時の目標と授業の流れを理解する 本時の目標と流れを授業中確認

できるように掲示する 

  

本時の目標：pH＝１の強酸を10倍に薄めたときのpHが予想できる 

      pHの測り方がわかる 
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展 開 

（35） 

0.1 mol/L塩酸を水で 10倍に薄めて

100 mLにする演示実験をみて操作を記

録する。 

 

手順をグループでまとめて発表する 

 

 

強酸・強塩基の 10倍希釈でｐＨがどう

変化するか，ワークシートに記入しな

がら説明を聞く。 

 

0.1 mol/L塩酸の 10倍希釈前後の万能

pH試験紙で調べる演示をみて結果を記

録する。 

手順を書き出しやすいように提

出用ワークシートに記入させる 

 

 

「水で薄めて〇〇mLにした」と

なっていることを確認する 

 

スライドと説明を視聴させなが

ら記入させる 

 

 

pHの変化を記録しているか確認

する 

 

行動力 

 

 

 

 

 

習得力 

 

③ 

 

 

 

 

 

➀ 

整 理 

（10） 

提出用シートに，授業をうけてわかっ

たこと・自己評価を記録・提出する。 

困っている生徒に支援する 行動力 ③ 

 

○授業者から 

・前の授業でｐHについては説明済みである。本時のねらいは「１０倍に薄めたらどうなるか」 

「ｐHをどうやって測るか」の２つである。 

・ｐHを万能試験紙で測定すると大体ずれることは承知済みであるが、教科書にある題材なので扱った。 

・生徒が周囲の生徒と主体的に協調して行動するために、グループでプリントを書かせた。 

授業で生徒の力量が大体分かっているので、自由記述型ではなく、あえて空欄を埋める形式にするこ

とで、主体的にプリントを書けるように工夫した。 

 

○各教科の協議会での提言 

   生徒が主体的に行動できるように、そして理解が深まるように工夫されていた。 プリントの使用

が効果的で、生徒が理解しやすい授業であった。万能試験紙の演示方法が、白い皿の上に載せること

で見やすくなる工夫がされていた。 

生徒に伝わりやすい言葉で伝えたり、先生の持っている豆知識をところどころに入れたりすること

で理解が深まると同時に、主体性も育むことの出来る授業だった。「相談していいよ」と言う声かけ

が何度かあり、生徒が主体的に行動力を発揮出来る場が意図的に設定されていて良かった。 

   振り返りの時間を多く取ることで、生徒が自分の意見を主張するだけでなく、相手の意見も取り入

れながら自らの考えを深めることが出来ていた。振り返りの場面では、周囲の生徒と相談したり意見

交換をしたりするなど、主体性や行動力が見られた。 

   改善すべき点としては、実験操作が見えにくかったので、動画でも良かった。また演示実験ではな

く、部分的にでも生徒による実験にすれば主体的な活動に繋がり、かつ行動力を育むことができるの

ではないか。教科書に記載されている内容の説明を省略することで、生徒の活動の時間を長くするこ

とができると考えられる。 

 

 

本時のまとめ：pH＝１の強酸を10倍に薄めると pH＝○ になる 
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大館桂桜高等学校 英語科 英語コミュニケーションⅢ学習指導案 

 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：３年Ｆ組文系（１４名） 

使用教科書：BIG DIPPER English Communication Ⅲ 

授 業 者：教諭 成田 桂 ・ALT Daniel Daly  

場    所：２年選択教室 

 

１  単  元  名  ：SECTIONⅠ（Lesson 1 ～14）  

 

２  単元の目標  ：(1)側注・脚注の語彙や Tips for Reading を理解し、本文の内容を読み取る技能を身に

付けている。【知識・技能】 

(2)本文の内容を読み取り概要や要点を把握したり、本文内容に関する話題につい

て、学習した語句などを用いて、自分の意見を話したり書いたりしている。【思

考・判断・表現】 

(3)本文の内容について、概要や要点を把握したり、自分の意見を述べようとしてい

る。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

３ 指導にあたって 

（１）単元観 Section 1 は 14 レッスンから構成されている。パラグラフの構成と展開パターン、つな

ぎ言葉、スキミング・スキャニングなどの読み方を意識しながら英文を読み取り、意見

を伝え合うことが求められる。この単元でのペアワークやグループ活動を通して、発言

する際のルールやマナー、基礎的なコミュニケーション力の育成を図りたい。 

         

指導計画（総時間５０時間） 

４月～１０月 Lesson 1 ～14 

５０時間目・・・本時 

 

（２）生徒観 

14 名（男子 4 名、女子 10 名）の普通科文理コース文系のクラスである。雰囲気が明るく、能

動的な態度で授業に臨んでいる。特にコミュニケーション活動に意欲的に取り組む生徒が多

い。 

         

（３）指導観 

      Section1 の総まとめの授業として、既習の表現や知識を総動員して英語でディベートをさせた

い。ディベート形式で意見をやり取りする活動では、論題に関する自らの意見を英語で表現し、

相手側からの意見には即興で反駁する力が求められるので、それぞれの思考力・判断力・表現力

・行動力を養う機会としたい。 
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４ 単元の評価規準 

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

側注・脚注の語彙や Tips for Reading

を理解し、本文の内容を読み取る技

能を身に付けている。 

本文の内容を読み取り概要や要点

を把握したり、本文内容に関する

話題について、学習した語句など

を用いて、自分の意見を話したり

書いたりしている。 

本文の内容について、概要や要点を

把握したり、自分の意見を述べよう

としている。 

 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

形態 秀 優 良 可 不可 

演 

習 

他者の考えや意見

を尊重するととも

に、自分の言動に責

任を持ちながら、好

ましい人間関係を

構築することがで

きる。  

  

他者とのコミュニ

ケーションをとる

ことができ、他者の

考えや意見を聞き、

理解し共感を得る

ことができる。  

他者とのコミュニ

ケーションをとる

ことができ、他者の

考えや意見を聞く

ことができる。 

他者とのコミュニ

ケーションをとる

ことができる。 

  

他者とのコミュニ

ケーションをとる

ことができない。 

 

 

６ 本時の学習活動 

（１）本時の学習目標 

     ディベートを通して、英語で意見を述べることの楽しさを知るとともに、根拠をもって意見を述

べようとする。  

 

（２）本時の指導にあたって 

   ペアやグループで意見交換する機会を多く設け、互いに教え合い学び合うことで、論題に対する

考えと意見を深めさせたい。また、スムーズにディベートが進むように、知恵やスキルを他のメン

バーと模索しながら協働力をつけてほしいと考えている。 
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（３）指導過程  評価の観点････①知識・技能  ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 
身に付けさせたい力 

（ 桂 桜 力 ） 

評価の観点 

導 入 

（15） 

・本時の目標を確認する。 

 

 

 

【Warm up】 

・Pair Debating 

  簡単なトピックについてペアで意見を

交換する。ペアを変えて３回行う。 

・Reporting Activity 

  ３～４人のグループを作り、最後のペ

アのパートナーの意見をグループのメン

バーに英語で伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

簡単なトピックを設定

し、生徒の発話が円滑に

進むよう、様子を見なが

ら支援する。 

 

 

 

 

 

 

思考力 

発信力  

行動力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 

   ② 

   ③ 

展 開 

（30） 

【Debating】 

英語でディベートを行う。 

・Group making (2mins) グループ決め 

・Topic (1min) トピックの発表 

・Preparation (15mins) 準備 

・Debating ディベート 

  ①Yes side 1st speaker (1 min) 賛成側 

 ②Preparation(2 mins)     準備 

③No side 1st speaker (1 min)  反対側 

④No side 2nd speaker (1 min)   反対側 

⑤Preparation (2 mins)          準備 

⑥Yes side 2nd speaker (1min)  賛成側 

・Judge (3 mins)  判定 

 

 

全体の進行は教師が務め

ながら、個々のグループ

のディベートがスムーズ

に進んでいるか、様子を

見ながら支援する。 

思考力 

発信力 

行動力 

 

   ② 

   ② 

   ③ 

整 理 

（2） 

・自己評価 

本時の振り返りを記入する。 

   

 

 

○授業者から 

ディベートの形式を簡単にした桂桜パターンのディベートを使って練習している。 

生徒は明るく、英語で話そうとしている。いつも練習している形の他に、今回新しい活動としてペ

アの生徒が言ったことをグループの他の生徒に伝える Reporting activity という活動を取り入れた。生

徒がやり方を覚えてやる気になってくれればいいと思っている。 

 

○各教科の協議会での提言 

全体に明るく、信頼関係があるのが伝わってきた。Warm-up activity から雰囲気が良く、意欲的に協

力しようとしている。積極的に英語で話し合っていて、グループでも教え合っていた。Reporting activity

ではメモをしなくてもきちんと言えていた。日頃から活動のパターンが身に付いており、それが行動

力に繋がり、スムーズに活動できていると感じた。 

   Three things for communication としてアイコンタクト、声、リアクションを取り上げ、生徒とも十分

【本時の目標】根拠を持って意見を述べ合いながら、英語ディベートを楽しもう

。 
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に確認ができていた。 

同じトピックを、ペアを変えて練習することがコミュニケーションに繋がる。また、ペアからグル

ープにすることで、活動がやりっぱなしにならない工夫がされていた。ディベートの準備のときは、

ジャッジが ALT と話し合いをすることで、暇な時間にならず、その点も工夫されていた。 

    一方で、ディベートの原稿を見て話してしまうこと、意見を英語にできず日本語を使ってしまう場

面があったことは、改善すべき点である。また、英語を聞き取ってそれに反駁するのは難しそうだっ

た。意見を出すとき単語でしか言えない場面もあり、英語にできなかった部分を後で共有して、正し

く英語で表現する時間があれば、表現のレベルアップに繋がると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 

 

大館桂桜高等学校 家庭科 家庭基礎学習指導案 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：１年Ｄ組 

使用教科書：家庭基礎 気づく力 築く未来 

授 業 者：中嶋 真由美・能島 仁 

場    所：１年Ｄ組教室 

 

１  単  元  名  ： 第１０章 経済的に自立する  

２ 将来のライフプランニング ②リスク管理と資産形成 

 

２  単元の目標 

①生活における経済の管理や計画、リスク管理の考え方について理解する。【知識・技能】 

②将来に備えた長期的な経済計画を行うための課題を見いだし、適切な資産形成とは何かを考え、

課題を解決する力を身につける。【思考・判断・表現】 

③将来のライフプランニングについて考え、生活における経済計画についての課題解決に取り組

み、生涯を見通した経済計画を実践しようとする。【主体的に取り組む態度】 

 

３ 指導にあたって 

（１）単元観 

    高校卒業後の進路を含めた生活設計に基づいて、具体的にシミュレーションさせながら考えさ

せていきたい。家計管理については、日々の生活費など収支バランスの重要性とともに、教育資

金，住宅取得，老後の備えの他、事故や病気、失業などリスクへの対応が必要であることを取り

上げ、基本的な金融商品の特徴、資産形成の視点にも触れるようにする。 

 

指導計画（総時間４時間） 

１時間目・・・・・１ 暮らしと経済 ①家計と経済のかかわり 

２，３時間目・・・１ 暮らしと経済 ②生活に必要な費用と管理 

４時間目・・・・・２ 将来のライフプランニング ①人生設計とお金 

５時間目・・・・・２ 将来のライフプランニング ②リスク管理と資産形成【本時】 

 

（２）生徒観 

       男子９名、女子２６名の普通・生活科学科のクラスである。授業に真面目に取り組むが、積極的

に発言したり、率先して活動したりする生徒は少ない。 

 

（３）指導観 

    高校生は家計管理に携わっていないこともあり、生活費に関する金銭感覚が希薄で、収支のバ

ランスを考えた短期的な見通しを立てることが難しいケースが多い。この単元の学習を機に短期

的な家計管理の大切さとともに自己のライフプランニングと結びつけた長期的な視点での経済

計画について考えさせていきたい。 
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４ 単元の評価規準 

➀知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

生活における経済の管

理や計画，リスク管理

の考え方について理解

している。 

将来に備えた長期的な経済計画を行うた

めの課題を見いだし，適切な資産形成と

は何かを考え，課題を解決する力を身に

つけている。 

将来のライフプランニングについて考え，

生活における経済計画についての課題解

決に取り組み，生涯を見通した経済計画を

実践しようとしている。 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

形態 秀 優 良 可 不可 

人 

間 

関 

係 

構 

築 

力 

相手の考えや意見

をくみ取り理解し

ながら、自分の考え

や意見を相手が理

解できるように表

現し、誰とでも協働

しながら意思疎通

することができる 

相手の考えや意見

をくみ取り理解し

ながら、自分の考え

や意見を相手が理

解できるように表

現し、意思疎通する

ことができる 

自分の考えや意見

を相手が理解でき

るように表現する

ことができる 

自分の考えや意見

を言うことができ

る 

自分の考えや意見

を言うことができ

ない 

 

６ 本時の学習活動 

（１）本時の学習目標 

     人生のリスクに対する備えと資産形成について理解し、将来の資産形成について考える。 

 

（２）本時の指導にあたって 

将来に備えた長期的な経済計画を行うための課題を見いだし、基本的な金融商品の特徴について

理解させ、適切な資産形成とは何かを考えさせる。 

 

（３）指導過程 評価の観点････①知識・技能  ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 
身に付けさせたい力 

（ 桂 桜 力 ） 

評価の観点 

導 入 

(5) 

＜前時の確認＞ 

・将来に備えた長期的な経済計画の必要

性について確認する。  

   

展 開 

(40) 

・本時の目標を確認する。 

 

 

・不測の事態に応じた備えとして、リス

クの種類に応じた保険の名称をワークシ

ートに記入する。 

・資産形成の必要性、金融商品の種類と

特徴、選択の際の注意点をワークシート

にまとめる。 

・グループをつくって話し合いをし、資

産形成のシミュレーションをする。 

 

 

 

 

・説明後に保険の名称を

記入させる。 

 

 

 

 

・各グループで役割分担

をさせ、投資の目的と投

資先を話し合わせる。 

 

 

 

習得力 

 

 

 

 

 

人間関係

構築力 

 

 

 

 

   ① 

 

 

 

 

 

   ③ 

 

 

本時の目標：人生のリスクに対する備えと資産形成について理解する。 
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・グループの資産形成の状況について発

表する。 

 思考力    ② 

整 理 

(5) 

・将来に備えた長期的な経済計画につい

てまとめる。 

  

 

 

 

 

○授業者から 

資産形成という指導者にとっても難しい内容ではあったが、将来のリスクに対する備えの必要性を

考えさせるきっかけにはなったのではないか。投資の目的を理解させるというよりは投資に対する考

え方を確立することが今回の授業の目標で、資産形成のリスクについても盛り込めれば良かった。 

テーマである「行動力」の評価については、生徒の話し合いの状況について（秀）（不可）の評価

を重点的に行っている。活発に行われている場合を（秀）とし、コミュニケーションが取れていない

場合を（不可）としている。 

 

○各教科の協議会での提言 

ＩＣＴを積極的に活用していた。ワークシートの穴埋め、預貯金と保険を比較した表、動画の提示

など、生徒の理解を促すために効果的に活用されていた。 

グループワークで行った資産形成のワーク及びワークシートの内容が充実していた。グループワ

ークを行ったことで資産形成についての生徒の理解が深まった。また、最後に感想を発表した二人

の生徒の内容が素晴らしかった。授業内容が生徒に浸透している証である。 

改善を要する点としては、前半の２０分間は教師の説明中心であったので、生徒の声も欲しかった。

ＩＣＴ活用については、資産形成の説明について動画の速度が速いので、低速にした方が良かった。

またグループワークの前に個人で考える時間を設けても良かった。そうすることでグループでの話し

合いによる個人の変容を見ることもできるのではないか。 

  今回の授業で取り上げた内容が「人生のリスクと備え及び資産形成の必要性」と内容が盛り沢山で、

後半急いで進んだ感が否めない。内容を資産形成のみに絞っても良かったのではないか。 

評価については、今回の授業で生徒に付けさせたい「行動力」はグループでの人間関係を構築する力

でもある。話し合いの場で活発にコミュニケーションが取れているかについて評価しているが、他に

は、ワークシートの記述欄で評価することもできるのではないか。仲間の意見に耳を傾け、他者の意

見を参考に自分の考えを深めることができれば、行動力として評価してもよいのではないか。そのた

めにもグループワークを繰り返し実践し、生徒の関係性を深めていくことが必要である。 
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大館桂桜高等学校 機械科 機械工作 学習指導案 

 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：機械科 ２年Ａ組 

使用教科書：実教出版 機械工作１ 

授 業 者：船木 蒼太 

場    所：２年Ａ組教室 

 

 

１  単  元  名  ： 機械材料 

 

２  単元の目標  ：・機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに，関連

する技術を身に付けるようにする。                   (知識・技能) 

                  ・機械材料に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力を身に付ける。     (思考力，判断力，表現力) 

                  ・機械材料について自ら学び、機械材料の加工性と活用法に興味を持ち、主体的か

つ協働的に学習に取り組むことができる。 

(主体的に学習に取り組む態度) 

      

３ 指導にあたって 

（１）単元観 

        機械材料は、機械科の生徒として、様々な授業や実習を行う上で必要な知識のひとつである。

材料と加工の関係に重点をおき、機械材料の適切な使用ができるように養う単元である。 

 

指導計画（総時間３０時間） 

第１節 材料の機械的性質   (４時間)                          

   第２節 金属の結晶と加工性  (５時間)                             

   第３節 鉄鋼材料        (９時間)  本時(２／９)              

   第４節 非鉄金属材料       (６時間)                      

   第５節 非金属材料      (４時間)                                 

   第６節 各種材料       (２時間)                             

 

（２）生徒観 

        ２年機械科は男子２８名、女子３名で構成されるクラスである。明るく活発な生徒が多い。し

かし、話し合いや発表となると多様な角度から意見がでてきて収拾がつかなくなることがある。

まとまりを上手に持たせて、生徒の長所を引き出したい。 

 

 

 

（３）指導観 

        本時では鉄鋼の製法について学習する。銑鉄の取り出し方法から鋼材になるまでの流れを主体

的に考えられる環境を作りたい。 
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４ 単元の評価規準 

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

機械材料の性質と加工法、

活用法について理解する

ことができる。 

材料の組成によって変わ

る性質を図から読み取っ

て説明することができる。 

機械材料に興味を持ち、身近な製品に使用される

材料の性質について主体的に考えることができ

る。 

 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

形態 秀 優 良 可 不可 

 課題に対して諦め

ず粘り強く考え、

自分の考えを周り

へ伝えることがで

き、他人の意見や

考えを尊重して、

友好的な人間関係

を構築できる。 

課題に対して諦め

ず粘り強く考え、自

分の考えを周りへ

伝えることができ、

他人の意見や考え

も取り入れること

ができる。 

課題に真剣に取り

組み、周りと協力し

て考えることがで

きる。 

課題に真剣に取り

組むことができる。 

課題に対して考え

ることができない。 

 

 

６ 本時の学習活動 

（１）本時の学習目標 

      化学反応式と共に高炉の中で起こる製鉄について理解する。 

 

（２）本時の指導にあたって 

    高炉の中で鉄鉱石の変化を楽しんでもらえるようにしたい。 

 

（３）指導過程  評価の観点････①知識・技能  ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 
身に付けさせたい力 

（ 桂 桜 力 ） 

評価の観点 

導 入 

（７分） 

・鉄鉱石から銑鉄を取り出す過程で

還元作用を利用することを学習する。 

 

・製鉄に使用する原料を学ぶ。 

・還元について、言葉や文

字式を使い丁寧に復習さ

せる。 

 

 ・プリント整理

（知識・技能） 

 

 

 

 
本時の目標：銑鉄を取り出すまでの反応式を導き出す。 
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展 開 

（４０分） 

・高炉の仕組みを簡潔に学習 

 

・高炉の中で起こる反応 

５つについて考える。 

 

 

 

・グループ活動 

 ①～⑤で段階を踏みながら 

 

・スラグの生成について考える 

・スライドで説明 

 

・生徒に反応式の考え方

を説明する。 

 

 

 

・主体的に考えながら、意

見交流もするように促す。 

 

・スラグとは何か、スライ

ドを用いて説明 

思考力   

発信力 

行動力 

 

②③ 

 

 

 

 

・グループ活動

・発表（思考・

判断・表現） 

整 理 

（5分） 

・次回へ向けて銑鉄を転炉で鋼にす

ることで鉄鋼材料に近づくことを学

ぶ。  

・次回は今日の内容の続

きであることを意識づけ

る。 

 

 

 
 

○授業者から 

教科書には出てこない反応式を使ったことが、今回の授業で工夫した点である。 

 

○各教科の協議会での提言 

  スライドと板書（黒板）の使い方がよかった。また、反応式を取り入れることで生徒は理解が深ま

った。生徒の活動としては、近くの生徒との相談が活発に行えている点がよかった。 

  改善を要する点としては、提示するスライドそのものには、配色や文字の大きさなどもっと工夫が

必要である。また相談の場にうまく入れない生徒もいたので、「グループ討議」とした方がよかった

のではないか。詰め込みすぎて時間配分がうまくできていなかった部分があったので、その点は改善

が必要である。 

  桂桜力ルーブリック的観点で評価すると、反応式の発問に対して積極的に応答していた点が良かっ

た。（思考力･発信力･行動力） 

 

 

発問：プリント①～⑤の反応の化学反応式を考えよう。 
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大館桂桜高等学校 土木・建築科 建築計画 学習指導案 

 

 

実 施 日：令和６年１１月１３日（水）５校時 

ク ラ ス：３年Ｃ組 

使用教科書：（実教出版）建築計画 

授 業 者：佐藤 諒之介 

場    所：建築計画実習室 

 

 

１  単  元  名  ： 第１章 建築と環境／第５節 日照と日射 

 

２  単元の目標  ： ①太陽の位置による日照の変化と、日影の伸び方を理解できる。 

②日射の特徴を踏まえ、日照調整の方法を説明できる。 

          ③パッシブソーラーシステムの実用例と断熱性能について理解できる。 

 

３ 指導にあたって 

（１）単元観 

        省エネルギーで快適に暮らせるように「建築物省エネ法」が制定されて以降、日本における住

宅の断熱性能は格段に向上した。その一方、昨今の異常気象の影響で建築設備に頼らざるを得な

い生活を送っており、省エネルギー化が進んでいるとは言いがたい現状がある。この現状を踏ま

え、日照と日射の専門的知識を基にパッシブソーラーシステムについて学習することが重要であ

る。 

 

指導計画（総時間５時間） 

１時間目・・・日照と日影の特徴 

２時間目・・・日影曲線の作成 

３時間目・・・日射 

４時間目・・・日照調整（本時） 

５時間目・・・パッシブソーラーシステムの実用例と断熱性能 

 

（２）生徒観 

        非常に元気で活発に発言する生徒が多い。学力に差があるため、積極的に机間指導を行う必要

がある。 

 

（３）指導観 

        本時は日照と日射の４時間目の授業である。グループワークを中心に、日照調整について学習

させたい。また、机間指導を積極的に行い、グループワークがスムーズに行くように指導してい

きたい。 
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４ 単元の評価規準 

➀知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

日照と日射の基本的知識

について理解している。 

日照調整の方法について

生徒同士で説明できてい

る。 

積極的にグループワークに参加し、共同しながら

学習する態度が見られる。 

 

５ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

形態 秀 優 良 可 不可 

 相手の考えや意見

をくみ取り理解し

ながら、自分の考え

や意見を相手が理

解できるように表

現し、誰とでも協働

しながら意思疎通

することができる。 

相手の考えや意見

をくみ取り理解し

ながら、自分の考え

や意見を相手が理

解できるように表

現し、意思疎通する

ことができる。 

自分の考えや意見

を相手が理解でき

るように表現する

ことができる。 

自分の考えや意見

を言うことができ

る。 

自分の考えや意見

を言うことができ

ない。 

 

 

６ 本時の学習活動 

（１）本時の学習目標 

     日射の特徴を踏まえ、日照調整の方法を説明できる。 

 

（２）本時の指導にあたって 

建築物の形態に工夫を加えることで快適な空間にすることが出来ることを、日照調整について説

明し合うことで理解させる。 

 

（３）指導過程 評価の観点････①知識・技能  ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動 指導上の留意点 
身に付けさせたい力 

（ 桂 桜 力 ） 

評価の観点 

導 入 

（10 分） 

 

１ 前時までの振り返りをする。 

 

 

 

 

 

２ 授業資料に【本時の目標】を記入す

る。 

 

 

・プリントを見て、前回ま

での授業の振り返りをさ

せる。 

 

 

 

・本時の授業の必要性を

説明する。 

  

【本時の目標】 

日射の特徴を踏まえ、日照調整の方法を説明できる。 
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展 開 

（35分） 

 

３ 日照調整の手法をプリントに記入す

る。 

 

 

 

 

 

 

４ 【発問】について、グループワーク

で話し合い、出た意見を授業資料にまと

める。 

 

 

 

 

５ グループワークで出た意見を発表す

る。 

 

 

６ 日照調整の実例を見る。 

 

 

・プリントに記入してい

るのが終わってから説明

をする。 

 

 

 

 

 

・日照調整の手法は１つ 

に絞ってグループワーク

させる。 

・机間指導を行い、スムー

ズにグループ学習が進む

ように助言する。 

 

・調べた内容を黒板に書

き、生徒全員と意見を共有

させる。 

 

・グループワークで出た 

意見を踏まえて実例を紹

介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力 

行動力 

【発問】につい

てグループの

生徒とコミュ

ニケーション

を取りながら

話し合いが出

来ている。（観

察） 

→③（５主体的

に学習に取り

組む態度参照） 

 

【発問】につい

て自分の考え

をしっかり持

ち、発表できて

いる。（観察・

授業プリント） 

→② 

整 理 

（5分） 

 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

 

８ 次回の授業の予告を聞く。 

 

・授業資料のまとめ欄に

本時の授業のまとめを記

入させる。 

 

・次回の授業の予告を 

今日の授業内容を踏まえ

た上で記入させる。 

 

 

 

 

 

○授業者から 

   やや時間が足りなかったが、生徒が発表したり発言したりする機会を設けて意見を聞いて授業を進

めることができた。 

 

○各教科の協議会での提言 

生徒とのやりとりがスムーズでテンポの良い授業展開がされていた。大切なところは大きく聞き取

りやすくするなど声量の緩急がよかった。実際の電気代などの具体例を出して説明をしており、実生

活に絡めた内容が分かりやすかった。また、教材として分かりやすい学校設備やプリントを活用して

授業をしていた。電子黒板のタイマーなどの機能をうまく活用していた点も良かった。 

  改善できる点としては、前回の内容の復習はできていたが前年次の学習内容の復習があればさらに

理解が深まる。また、模型やライトを使った実験などがあれば視覚的にさらに分かりやすくなる。 

「桂桜力」に関しては、今回の研修のテーマである「行動力」の向上につながる生徒の発表や発言

の機会を十分に設け、グループワークの指導を重点的におこなうことが出来ていた。 

【発問】 

日照調整の手法を建築物のどの方位にどのような形態で設置す

ることで、有効的な日照調整になるだろうか。 
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Ⅱ 校外研修 
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「実践的指導力習得研修講座３年目」を終えて 

機械科 船木蒼太 

 

１ はじめに

 

 本研修は、令和４年度に高等学校に採用された教諭を対象とし、実践的指導力と使命感を養うととも

に、本県の教育施策の重点等について理解を深めることを目的としている。また本研修は、校内におい

て実施された。この令和 6 年度実践的指導力習得講座 3 年目を振り返り、その概要及び感想を記す。 

 

２ 校内研修について 

 

（１）進路研修は、進路指導主事から進路活動の履歴書の書き方や面接や SPI 指導方法に関する重

点事項等について教えていただき、教育公務員としての自覚と責任を持ち、生徒の進路実現に向けて

一心一体で指導をすることの大切さを学んだ。実際の面接指導では戸惑う部分もあった。今年度の経

験を次の三学年担任時に生かしていく。 

 

（２）機械科主任や機械科教員からマシニングセンタの指導方法についての研修も行っていただ

き、生徒と一緒にマシニングセンタの技能検定を受験し、合格することができた。また３D−CADに

関する研修も行い、基本作業から印刷までの行程を学ぶことができた。一度の研修で身に付くもので

はないと感じるので日々の教材研究を怠らず、自信を持って指導できるように取り組んでいく。 

 

３ おわりに 

 一年間の実践的指導力習得講座 3 年目を通して、教育公務員としての自覚と責任を持って生徒の進

路について寄り添いながら指導していくことの意味と難しさを学んだ。生徒の進路を決めるにあたっ

てはクラス担任が生徒一人一人の長所と短所、個性を理解し、各生徒それぞれに最適な進路指導を施

す必要がある。そのためには低学年次から、クラス担任として生徒一人一人の日々の様子を観察し、

理解していくことが大切であることが分かった。 

 教科指導の研修では、３年目でマシニングセンタの制御方法、SOLIDWORKSの基礎的な操作方法と

また新たな知識を身に付けることができた。私の専門は機械ではないが、１年目から３年間で多くの

知識と技術を教えていただいた。この経験を今後の教員生活に生かし、より地域に根付き、発展させ

ていく技術者を育成していきたい。 

 教員として３年目が終わろうとしている。担任としてひと回りして、非常に素晴らしい経験をさせ

ていただいた。他の職業では得られないような感情を抱くことができ、非常に充実した時間であっ

た。来年度以降は、この３年間の経験を生かし、生徒たちの人生においてかけがえのない３年間を常

に寄り添いサポートしていける教員を目指し、努めていきたい。 
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令和６年度 Ａ－１２ 教職５年目研修講座（高等学校）を受講して 

国語科 佐藤 真由美 

 

１ 期 日   令和６年６月１８日（火）、９月１１日（水） 

 

２ 研修の概要 

 □ 目 標 学校組織マネジメントの意識を高め、学習指導や学年経営、生徒指導等についての       

実践的指導力の向上を図る。 

 □ 対 象  高等学校の教諭として採用されて５年目（他県でも教諭経験年数を含む）で、今年 

       度高等学校に所属する教諭 

 

 □ 研修内容 

   Ⅰ期（６月） 

    ○教育相談と人間関係づくり（講義・演習） 

    ○学校組織の一員として－マネジメントの視点－ 

    ○生徒の実態を踏まえた授業改善①（講義・協議・演習） 

     あらかじめ各自で「自校の生徒の実態を踏まえた授業展開の工夫」というテーマで、実     

践レポートを作成し、それをもとに実践発表・協議等を行った。 

   Ⅱ期（９月） 

    ○発達障害のある生徒の理解と支援（講義・演習） 

    ○生徒の実態を踏まえた授業改善②（講義・協議・演習） 

          Ⅰ期に設定した課題の解決に向けて取り組んだ授業改善における成果と課題について、     

実践レポートを作成し、それを報告後、協議等を行った。 

 

３ 所感・反省など 

 Ⅰ期では、教育相談において、「傾聴のポイント」で自分を振り返り、考えさせられた。生徒に寄り

添いながらも、しっかり指導力を発揮していかなければならない。そのためには、コーピングクエスチ

ョンやスケーリングクエスチョン等、今回学んだ技法を利用し生徒に対応していきたい。また、「学校

組織の一員として」の研修では、学校プレゼンテーションシートを時間内に仕上げることができなかっ

た。学校の活動や特徴についてもっと客観的に分析し、マネジメントの視点を強化しなければならない

と感じた。最後の授業改善については、久しぶりに同じ科の先生方の取組を聞くことができ、大変参考

になった。 

 Ⅱ期では、授業改善におけるユニバーサルデザイン化が興味深かった。授業のユニバーザルデザイン

化は特別支援が必要な生徒はもちろんのこと、そうでない生徒にとっても快適さ、分かりやすさにつな

がる。特に、「話し方」について、私自身の話し方で未熟な点を自覚することができたので、直ちに改

めて授業のユニバーザルデザイン化を図っていきたい。また、実践レポートをもとにした授業改善では、

具体的なアドバイスをもらうことができた。早速今後に生かし、生徒の学習意欲を高められる授業がで

きるように努力していきたい。 
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実践的指導力向上研修講座（高等学校８年目） 

工業科（電気）  長崎 義也 

１ 研修の目標 

自己理解に基づき、個々の個性・適性、分掌等に応じた資質能力の向上を図る。 

 

２ 研修の内容 

Ⅰ  期 

（１）期 日  令和６年６月２１日（金） 

（２）場 所  秋田県総合教育センター 

（３）〈講義・演習〉いじめや不登校の未然防止と対応（10:15～11:40） 

   〈説明〉   「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて 

～「連携・協働」の３つの提案～（11:45～11:55） 

  〈講義・演習〉教育活動全体を通じたキャリア教育（12:55～14:55） 

   〈講義・演習〉学校組織の一員として - 自己理解に基づく目標設定 -（15:05～16:05） 

 

Ⅱ  期 

（１）期 日  令和６年７月２４日（水） 

（２）場 所  秋田県総合教育センター 

（３）〈講義・演習〉カリキュラム・マネジメント（10:05～12:00） 

〈講義・協議・演習〉カリキュラム・マネジメントを軸にした授業改善（13:00～15:20） 

〈まとめ〉  カリキュラム・マネジメントを軸にした授業改善（15:30～16:05） 

 

３ 感想 

  Ⅰ期では、キャリア教育の定義や方法について学ぶことができた。キャリア・パスポートの活用に

ついても検討することができたので、クラス経営や進路活動に活かしていきたい。また、いじめの原

因につながる要因や、生徒を勇気づけるアクションについても理解を深めることができた。 

  Ⅱ期では、カリキュラム・マネジメントの意味を理解するとともに、教育目標を達成するうえでの

学校全体の組織的な動きの重要性を再認識した。カリキュラム・マネジメントを意識しながら「授業

改善」と「学校改善」に取り組むために、周囲（職員・生徒・地域）との、つなぐ・つなげる・つな

がるを大切にしていきたいと思う。 

  これからも教育のトレンドを見つめ、謙虚に学び続けながら、教諭としての資質を高めていきたい。 
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Ａ－１９ 実践的指導力向上研修講座（養護教諭８年目） 

 

畑山 弘視 

 

１ 期 日  令和６年６月１４日（金）、９月１３日（金） 

 

２ 研修の概要 

 □ 目 標 自己理解に基づき、個々の個性・適性、分掌等に応じた資質能力の向上を図る。 

 

 □ 対 象 ・小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校に採用されて８年目の養護教諭。 

   ・過年度の該当者で未受講者 

 

□ 研修内容 

実践的指導力向上研修講座（養護教諭８年目）Ⅰ 

【講義・演習】いじめや不登校の未然防止と対応 

【講義・演習】学校組織の一員として－自己理解に基づく目標設定－ 

【講義・演習】コーチングの基礎 

  

実践的指導力向上研修講座（養護教諭８年目）Ⅱ（オンライン） 

【 講 義 】ねむりの大切さ 

【講義・演習】養護教諭が行う健康相談 

【 講 義 】性犯罪捜査と犯罪被害に遭った子どもへの対応 

  

３ 所感・反省など 

実践的指導力向上研修講座Ⅰでは、自己理解の重要性と、それを基にした生徒対応や組織的対応の在

り方について学んだ。 

いじめや不登校の未然防止に関する講義では、「ほめる」と「勇気づける」の違いについて学んだ。生

徒への声掛けを工夫し、自己肯定感を高める支援を意識していきたい。 

自己理解に基づく目標設定の講義では、自身の強みや課題を見つめ直す機会となった。日々の業務の

中で意識的に学びを深め、実践に生かしていきたい。 

コーチングの基礎講義では、コーチングとカウンセリングの違いや技法を学んだ。学んだ技法を生徒

のやる気を引き出すために活用したい。 

実践的指導力向上研修講座Ⅱでは、睡眠の重要性、健康相談、性犯罪被害に遭った子どもへの対応な

ど、実務に直結する知識と実践方法を得られたことは大変有意義であった。 

睡眠に関する講義では、寝不足が記憶や感情に与える影響を学んだ。保健室を訪れる生徒の中には睡

眠に問題を抱える者も多く、個々の状況に応じた助言や対策を講じていきたい。 

健康相談の講義では、健康相談の基本的なプロセスや学校内外の支援体制作り等の講義を受けた後、

グループに分かれて演習を行った。その際に他校での取組を知ることができ大変参考になった。演習の

際には、「短期目標は小さく具体的なもので良い」という助言をいただき印象的であった。 

性犯罪被害に遭った子どもへの対応に関する講義では、被害児童の話を繰り返させないことの重要性

を学んだ。この知識を職員間で共有し、適切な支援ができるよう努めたい。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 専門学科における取組 
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【令和６年度機械科課題研究発表会】 

 

１ 日 時   令和７年１月２２日（水）２～３校時 

２ 会 場   大講義室 

３ 司 会   目時拓真、麓総修 

４ 発表順と研究テーマ 

 

番号 

 

研 究 テ ー マ 、メンバー 

 

 指導者 

 

 

 

  １ 

 

 

 

 技能検定三級マシニングセンタと 

 ペンホルダー作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  乳井 

 

 

 

  泉優、糸田怜央、澤田琉唯、 

 田中怜、畠山尽 

 

 

 

  ２ 

 

 

 

 コンフィデンスマンＫＭ 

 ～貝森と夢をのせて～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  安岡 

 

 

 

 目時拓真、山城屋壱、田中恋央、 

 貝森洸太、黒田零 

 

 

 

  ３ 

 

 

 

 ＢＢＱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  船木 

 

 

 

 虻川愛翔、虻川孔志、岩谷龍之介、 

 佐藤倖太郎、杉澤祥太朗 

 

 

 

  ４ 

 

 

 

 おいしいピッツァが食べたいな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  庄司 

 

 

 

 奈良瑠大、泉絢心、金澤龍太郎、 

 麓総修 

 

 

 

  ５ 

 

 

 

 修理と３ＤｰＣＡＤゲーム作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  畠山 

 

 

 

 佐藤俐齊、小田嶋伸之助、関啓志、 

 髙桑潤太、伊藤聖也 

 

 

 

  ６ 

 

 

 

 

 二足歩行ロボットの製作と研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  近藤 

 

 

 

 

 千葉天馬、髙橋悠真、成田勇真、 

 虻川雄飛、小畑浬玖 
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「二足歩行ロボットの製作」 

 

                         秋田県立大館桂桜高等学校 

                         機械科   千葉天馬、高橋悠真、成田勇真、  

小畑浬玖、虻川雄飛  

                         指導教員 近藤和生 

 

１． 研究目的 

    ３年間機械科で培った知識と技術を生か 

  し、実際に自分達で考え、取り組み、問題 

解決能力を高める。 

２．テーマ決めの流れ 

    集まったメンバー全員が機動戦士ガン

ダムのファンだったので、ガンダムに関連

するものを作りたいというビジョンを持

っていた。現実でガンプラを動かすことを

目標に自作の人型ロボットの製作を開始

した。 

 

３．製作スケジュール 

 １）テーマ決めとキット購入 ４、５月 

 ２）キット組み立て     ６月 

 ３）基盤トラブル、改善   ７? ９月 

   試運転 

 ４）プログラミング     １０～１２月 

   試運転 

 ５）外装取り付け            １月 

６）現在も改良中            ２月 

４．製作工程 

①テーマ決めと部品の収集    

現実の横浜市に実物大の動くガンダムが建 

設され、私たちも動くガンダムを作りたいと 

考えた。 

ネットで人型ロボットのキットと、ホビー向 

けサーボモーターを注文し、組み立てた 

②キット組み立て 

 説明書が付属していなかったのでネットに投

稿されていた解説動画を頼りに組み立てた。 

③繋がらない基板 

 海外の通販サイトで購入した制御用基板が、 

繋ぎ方を確認しても、ドライバを変えてみても 

まったく動かなかった。結局基板を買い替える 

までモーターの動作テストすら出来なかった。 

④プログラミング 

 基盤を Arduino に変更し、サンプルプログラ 

ムを元に改造して作った。 

 歩行を目指して書いたプログラムだったが、結 

果は散々なものであった。前に進まず、ダンスの 

ランニングマンのようにその場で滑るばかり、そ 

れもしばらく続けているとバランスを崩して転 

んでしまった。 

⑤プログラミングと並行して外装製作 

 プログラミング担当と外装製作担当に分かれ、

並行して作業を進めた。 

 我々は動くガンダムを目標にしているので、外

装は当然 RX-78-2ガンダムである。プラ板を切り、 

関節に干渉しないよう注意して取り付けた。 

⑥現在も改良中 

 

５．まとめ 

実際に自分たちで考え、ものづくりに取り組ん

だことでプログラミングの基礎やモーター制御

の技術的な仕組みを学ぶだけでなく、問題解決や

製品が製造されるまでの様々な工程や苦労があ

ることを体験できた。ホンダ技研の ASIMO の凄

さを知ることができた。 

今後も改良を重ねていきたい。 
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【令和６年度 電気科 課題研究発表会】 

 

１ 日 時   令和７年１月２４日（金）３～４校時 

２ 会 場   大講義室 

３ 進行係   藤原 凜、 虻川 凰介、 小笠原 心愛、 成田 明夢 

４ 発表順と研究テーマ 

番号 研 究 テ ー マ 指導者 

１ 

発電機の製作  

 

 

 

 

長 崎 

長崎 優紀、 畠山 聖菜、 藤原 凜 

２ 

ロボット掃除機の製作  

 

 

 

 

莊 司 
虻川 凰介、  虻川 智哉、 熊谷 光輝、 

佐々木 琉星、 千葉 愛琉 

３ 

鉄道模型の製作 

 

髙 橋 
石戸谷 雫、 泉 遥空、 越前屋 凜人、 

金森 塁、  成田 明夢 

４ 

加湿器の製作  

 

 

 

 

嶋 田 
虻川 祐次朗、 池田 陽史、 長内 優之、 

富樫 蒼空、  平澤 樹  

５ 

反射神経ゲームの製作  

 

 

 

 

船 山 
伊藤 ももこ、 小笠原 心愛、 

榊 舞優、   髙橋 佑里花 
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反射神経ゲームの製作 
 

秋田県立大館桂桜高等学校       

電気科   伊藤ももこ  小笠原心愛 

榊  舞優  髙橋佑里花 

指導教員  船山 聡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

 私たちの班は、電気科の授業で習った知識を使っ

てゲームを作りたいと思い集まった。インターネッ

トで調べると、マイコンとセンサを使ったゲームが

多く、班員の一人がプログラミングを得意としてい

たので、マイコンを使ったゲームを作ることにし

た。そして、いくつかの候補の中から、大きさや材

料の調達、難易度などを考慮して反射神経ゲームと

した。 

 

２．ゲームのルール 

・パネルを赤、緑、青でランダムに点灯する 

・点灯色と同じ色のボタンを押す正確さを競う 

・点灯時間は一定の範囲でランダム 

・ゲームの出題回数は２０回 

・点灯色と同色のボタンを点灯中に押せたら得点 

・点灯色と違う色のボタンを押したら減点 

・得点時にはパネルに「○」を表示 

・減点時にはパネルに「×」を表示 

 

３ 材料 

・SPACEBLOCK 通常パッケージ 

・８×８RGB LED マトリックスパネル×２ 

・赤外線障害物回避センサモジュール×３ 

・圧電スピーカー 

・ブレッドボード×２ 

・段ボール 

・割ピン 

・輪ゴム 

・プラスチックカップ 

・カラフルセロハン 

 

◎マイコン 

 SPACEBLOCK（スペースブロック）は「自分で

学び、自分で理解していく」というSTEAM教育に

対応した探究学習・プログラミング教材である。

専用のマイコンボードとパソコンを使い、ブロッ 

 

 

 

 

クを組み立てるように直感的にプログラミング

できる。 

 
コアプロセッサ：32bit ARM Cortex-M3 

最大動作周波数：72MHz 

GPIO：35 

電源：3.3V、5V 

サイズ：47 x 57 (mm) 

 

◎８×８RGB LED マトリックスパネル 

 64 個のフルカラーLED をパネルにし、文字や

絵、アニメーションを表示することができる。シ

リアルデータを使うことで、64 個の LED を１つ

のポートで制御している。 

 

電圧：5V 

サイズ：66 x 66 (mm) 

 

◎センサについて 

 発光部から出た光（赤外線）が物体に反射して

受光部に入ることにより、ものが近くにあるかど

うかを判別するセンサである。障害物をよけるロ

ボットカーなどに応用することもできる。 

           

電圧：5V      

検出距離：2～40cm 

検出角度：35° 
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４ 製作 

①プラスチックカップの大きさに合わせて段ボー

ルを切る。 

②段ボールに色塗りをする。 

③①で切ったところにカップをはめ、割りピンを

段ボールに刺し輪ゴムで固定する。 

④ブレッドボードとジャンパ線を使い、マイコン

と各部品を接続する。 

 
⑤赤外線障害物回避センサをカップの真ん中に取

り付ける。その際、ボタンを押したときにセンサが

反応する位置まで高さを調節する。 

 

５ プログラム 

 ゲーム本体の製作と同時進行で、プログラムを

作成した。主な機能は次の通りである。 

・電源ＯＮ時：初期値設定、スタートボタン待ち 

・メインプログラム：ＬＥＤパネルの色の指定、点

灯時間、試行回数のカウント 

・正解不正解の判定：センサ電圧値の高低を判別 

・得点の処理：〇×表示、得点の計算 

・得点表示：０~９の文字パターン、－(マイナス)

を組み合わせ。グラデーション等の演出表示。 

 

６ 結果 

 websiteに参考となる作り方は示されていたが、

いざ作り始めると段ボールを切るのが難しかった

り、ペンキを塗るにもムラにならないようにした

りなどで苦戦した。また、センサの高さや角度を

調節したり、スイッチやプログラムを一部変えた

りなども難しかったが、先生にアドバイスをもら

い完成までたどり着くことができた。 

 

 

 

７ 課題と改善点 

◎手をおいているのに反応しないときや、何もし

ていないのに反応するときがあった。 

→センサの反応距離を調整した。かつ、台座を作

り、高さと角度を調整した。 

  

 

◎マイコン本体のボタンをスタートボタンとして

いたが、本体の内部にあり押しづらかった。 

→ブレッドボードにスイッチ回路を作成し、本体

上部に取り付け押しやすいようにした。外部のス

イッチになったため、プログラムも変更した。 

  

 

◎カップが透明なため、周りから明るい光が入っ

てセンサが反応してしまった。 

→段ボールで周りを囲み、調節した。 

  

８ おわりに  

 加工や配線、プログラミングなど作業が多く、全

員で一つの作業にあたると効率が悪いため、役割

を分担し、次の作業がしやすいように各自が率先

して行動した。また、使いやすさや動作の安定性を

向上させるため、班員で案を出し合うことでオリ

ジナル性も出せた。一つのものを協力して作るこ

とで、達成感を得ることができ良かった。 

 

参考文献（website） 

知りたい！プログラミングツール図鑑 

（https://tool-zukan.com/column/6720/ ）©Studio947 Corp. 
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２０２４年度土木・建築科 課題研究 テーマ一覧 

 

１ 廃材利用班  〈担当〉加藤 

虻 川 楓 凱  梅 村 純 頼  川 田 仁 虎  佐 藤 星 来 

佐 藤 王 冠  畠 沢 優 人  曲 田 叶 夢   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 技能検定班  〈担当〉小林     

嘉 瀬 陽香理        笹 木 玲 生  野 呂 雫 玖 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 住宅コンクール班   〈担当〉佐藤       

浅 利 瑠 香  石戸谷 ほのか  川 口  ゆらら  舘 花 陽 真 

中 嶋    陽  本 間   黎     
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４ 校内整備班  〈担当〉惠比原       

石戸谷  空 澄  伊 藤    彪  金 野 壱 星  杉 澤 比呂志 

晴 澤 大 侑  山 口 龍 冬     

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ものづくりコンテスト測量班  〈担当〉工藤     

小 舘 由 和  菅 原 悠 大  鳥 潟   凛 

 

 

 

 

 

 

 

６ ガラス工芸班  〈担当〉馬淵       

虻 川 勝 喜  畠 山 華 鈴  福 岡 夏乃海  三 浦 恋 歌 

湯 本 龍 己   

     

 

 

 

 

 

 

７ ちびまるこ班  〈担当〉福司     

内 山   凜  栁 谷 汐 音   山 田 優 陽 
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秋田の住宅コンクールについて 
 

 

 

 

 

 

秋田県立大館桂桜高等学校 

土木・建築科 浅利 瑠香 石戸谷 ほのか 

川口 ゆらら 

指 導 教 員  佐藤 諒之介 

１．はじめに 

 毎年応募している秋田の住宅コンクールに今年

度も応募した。 

 今年度のテーマは、『ゲストを招く家』であった。

秋田における住宅造りでは、気候風土に適した快

適な住まいをつくるための創意工夫はもとより、

自然と人との共生、バリアフリー対応、省エネルギ

ー化、耐久性、健康面など様々な配慮が求められる

だろう。 

 これらの要望に応え、テーマの通りゲストを招

く家を提案する。 

 

２．条件として課されたもの 

秋田の住宅コンクールに参加するにあたり、主

催者である秋田県建築士事務所協会側からの条件

は次の３つがあった。 

①さまざまな目的で秋田を訪れたゲストを招き、

楽しく一時を過ごしながら地域の良さが感じられ

る住宅にすること。 

②建ぺい率 60％、容積率 200％であること。 

③敷地は横長の長方形で、面積は 300 ㎡、東側に

道路、その奥に河川と田園があり、その他の面は住

宅に囲まれている敷地に建てること。 

この３つの条件を踏まえて設計を進めた。 

 
図１ 応募要項 

 

 

 

 

 

 

３．設計趣旨 

 私たちは最初に秋田の良さとはどのようなこ

とがあるのかを考えた。自然が豊か、食べ物、の

んびり、人の良さなどというキーワードが挙げ

られたが、その中でも〝のんびり〟という秋田

の良さに着目した。のんびりとした時間を過ご

すには、安心できる空間が必要だと考え、そのイ

メージとしておばあちゃん家や畳、縁側などを

取り入れるという考えに至った。 

 アフターコロナが落ち着きを見せ始め普段通

りの生活が戻ったことで、都会では賑やかで忙

しい時間が過ぎていると聞く。そこで出張や旅

行で秋田を訪れた方々が、秋田の最大の良さで

ある「都会にはない静かでのんびりとした時間」

を過ごし、おばあちゃん家に帰ってきたような

安心感で気持ちを和らげてほしい。そんな願い

を込めて『ただいま〜四季を感じる安らぎの住

宅〜』を設計した。 

 
図２ 外観パース 

 

 

 

 

 

 

 ４．特徴として考えたこと 

ゲストと住む人のプライベートを分ける方法

を話し合い、建物自体をわけることにした。 

ゲストハウスの１階は共同スペースとなって

いる。畳を敷いた広縁とも縁側ともいえる空間を

広げることで、おばあちゃん家のような安心 
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感を作り出した。また、玄関を無くし、室内と屋

内の境界を曖昧にすることで、開放感があふれ

る空間となっている。デスクスペースを設ける

ことで仕事や勉強をリラックスして行うことが

できるようにした。 

 
図３ ゲストハウス１階平面図 

 
図４ 内装パース 

 ゲストハウスの２階平面図は訪れてくれたゲ

ストが泊まれる宿泊施設となっている。 

客室・洗面・脱衣・お風呂が２室ずつあるため、

各組ごとにゆっくり過ごすことができる。 

直線道路の先には広いベランダがあり、道路

を挟んだ河川や自然豊かな田園、空の風景を楽

しむことができる。 

 
図５ ゲストハウス２階平面図 

 平屋の建物は家族の住む住宅となっている。

寝室と LDK にかけて長い濡れ縁を設け、中庭に

すぐ出られるため、ゲストの人とも交流できる。

LDK には大きな開口部を設けたことで、中庭の

自然を堪能できる。子どもの友達が遊びに来た

ときにはゲストハウスの１階で遊ぶなど、住民

もゲストハウスを有効活用できるようにシンプ

ルな設計にした。 

 
図６ 家族が住む住宅平面図 

 
図７ 完成した図面 

５．おわりに 

 今回の条件として課されたことの「さまざま

な目的で秋田を訪れたゲストを招き、楽しく一

時を過ごしながら地域の良さが感じられる住宅

にすること。」にもある、地域の良さを考える

良いきっかけになった。「秋田は何もない。」と

よく言われるが、調べたり話し合ったりする

と、たくさん特産物や特徴的な行事が出てき

て、秋田県の良さを再認識する良いきっかけと

なった。 

また、今回はのんびりする時間という、目に

は見えない人の感性を建築で表すことがとても

難しかった。自分たちがのんびりする場所であ

るおばあちゃん家の特徴を、少し誇張して建築

に落とし込むことで、のんびりと過ごすことの

出来る空間が完成したと思う。 

これから設計をする機会があったら、今回の

貴重な経験を糧にして取り組んでいきたい。
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秋田県高等学校家庭クラブ研究発表大会・職短合同発表会 発表作品 

捨てない！資源有効活用術 ～桂桜 SDGｓ part3～ 

                                           

秋田県立大館桂桜高等学校 

２年生活科学科  伊藤明子 佐藤來玲愛 川上あすか 

指 導 教 員  木村朋子 中嶋真由美 

 

１．はじめに 

本校家庭クラブでは SDGｓをテーマに様々な活動に取り組んできました。昨年度の先輩方は節電、

校内環境、ゴミ削減を柱に、学校の光熱費や CO２排出量削減を目標に活動し、ゴミを減量すること

が CO２排出抑制につながることがわかりました。私たちの身の回りにある「捨てるもの＝ゴミ」を

「捨てるもの＝資源」と捉え直し、有効活用を考えながら、桂桜 SDGs を継続・発展させたいと思

い、研究に取り組みました。 

 

２．実施計画 

（１）実態調査・課題の把握   

（２）研究活動・実践活動 

（３）まとめと今後の課題 

 

３．実施 

（１）実態調査・課題の把握 

 最初に先輩方が伝えてきた伝統菓子「かまぶく」や「藍絞り染め」は「知識・技術の資源」で、

「持続可能な社会の実現」のための内容であり、これらを継続し発展させたいと思いました。次に

校内でどのような「物の資源」があるか、各科で調査したところ、私たちが再活用できるのではと

考えたものは３つありました。職員室・事務室のコピー用紙の包み紙、建築科で木材加工するとき

に出る切れ端やかんなクズ、さらに生活科学科の余り布や余った食材です。これら「捨てるもの＝

資源」の活用で、身近な課題の解決ができないかと思い、学校生活やこれまでの研究から、次の４

つの課題を設定し、取り組むことにしました。 

課題１「生徒玄関のにおいの消臭」 

課題２「ゴミ減量」 

課題３「地域の食品ロスの意識を高める」 

課題４「かまぶく・藍絞り染めの技術継承」 

 

（２）研究活動・実践活動 

１）課題１「生徒玄関のにおいの消臭」 

学校の靴棚は扉がなく、夏になると玄関全体のにおいが気になります。炭には脱臭効果があると

いうことなので、建築科の木材で炭を作り、脱臭剤にできないかと考え、炭作りの実験をしました。
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小さな空き缶では炭化して炭ができましたが、大きな缶に多く

の木片を入れて燃やすと、不完全燃焼になり、何度挑戦しても完

全な炭はできませんでした。燃焼時間や火加減、含水量、木の乾

燥の具合等が関係していると思われ、多くの炭を作るのは難し

いと実感しました。そこでかんなクズに消臭効果のあるユーカ

リオイルを染み込ませ、消臭剤にしようと考えました。ユーカリ

オイルの量を変えながら試し、香りが定着したものをオーガン

ジーの余り布で製作した小袋に入れ、消臭袋を作りました。私 

たちの靴棚で試したところ、消臭効果が確認できました。（写真１） 

 

２）課題２「ゴミ減量」 

コピー用紙の包み紙は撥水・撥油加工がされており、紙としてのリサイクルができず、ゴミにな

っています。用紙の耐水性実験を行ったところ、３時間経過まで水が漏れず、ビニール袋の代わり

も可能で、ゴミ削減へ利用できないかと考えました。家庭用ゴミの減量は調理時の水分を減らすこ

とがポイントと昨年大館市役所環境課の出前授業で教えてもらったので、調理実習で試しました。 

 今までは野菜クズなどの生ゴミを排水口に捨てていましたが、コピー用紙で作ったゴミ箱に入れ

るようにしたところ、生ゴミの重量が平均３０％減となりました。調理実習ではゴミ箱の利用を継

続し、ゴミ減量に取り組んでいます。 

 

３）課題３「地域の食品ロスの意識を高める」 

 秋田県は全国よりも食品ロスの量が多いことから、地域の食品

ロスの意識を高めるため、家で余りがちな冷凍ご飯の活用を考え

る家庭班と農家の現状を知り、課題を探る農家班で活動を開始し

ました。家庭班の冷凍ご飯リメイク料理は手軽で簡単、ご飯が入

っていると気がつかれないお菓子が子どもも喜ぶのではと考え、

お菓子を中心に試作しました。その中でドーナツは、試食したク

ラス、市民の皆さんのアンケートで「もちもち食感で美味しい」

「ご飯が入っていると気がつかない」「間食にピッタリ」いう感

想が多く、良いレシピとしてさらに地域の方に広めようと考えま

した。（写真２） 

農家班は地域の農業法人「えつりファーム」で食品ロスの現状について話を聞くことができまし

た。どんな作物も「規格に合わない物は商品にならない。まだ食べられる規格外のものを安く売る

と正規の商品の価値を下げることになる」「廃棄するものの加工は手間もコストもかかるので、小規

模農家だと捨てた方が早い」ということでした。流通・販売業者、私たち消費者の、形の揃った、

きれいな農作物を欲しがるという意識を変えていかないと、農家の食品ロスはなくならないという

ことでした。規格外の作物利用を探るため、いただいたアスパラを加工し、シフォンケーキ等を作

ってみましたが、良い風味を感じることはできず、レシピを仕上げることはできませんでした。次

に出荷される枝豆は選別が厳しく、収穫の約半量が規格外になり、捨てるということでした。農家

の「収穫したのに売り物にならない」という矛盾や苦悩がわかり、活用方法を探りたいと思いまし

た。一部に色が薄い、黄色い部分の豆がありましたが、味は普通の枝豆と変わらず、ペースト状に

（写真１）木くず・余り布利用の消臭剤 

（写真２）冷凍ご飯ドーナツ配付 
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加工すると十分に食べられるものになりました。試作で作っ

たずんだは味、風味、色とも良く、校外の活動でそれを使用し

たお菓子を提供しながら、農家の食品ロスの現状について知

らせたいと考えました。子ども食堂で「枝豆プリン」を提供し、

（写真３）食品ロスの現状について理解してもらいました。 

 

４）課題４「かまぶく・藍絞り染めの技術継承」 

先輩方が伝えてきた伝統菓子「かまぶく」は、コロナを境

に小学校や公民館での講習会等の紹介活動が減ってしまい、

つなぐ活動が滞っていると感じていました。私たちも高校生

になって初めて「かまぶく」を知った状況だったので、私たち

が「かまぶく」の技術を習得して「かまぶくマスター」になり、

多くの市民に「かまぶく」を食べてもらう、「かまぶく」の作

り方をわかりやすく残す、「かまぶく」の作り方を広める活動

をしようと考えました。技術を習得し、作ったかまぶくを公民

館活動、認知症カフェ、子ども食堂などに来ていた市民の皆さ

ん、また交流学習で本校に来た小学生に食べてもらいました。

どの世代にも「かまぶく」は好評でした。（写真４） 

また大館桂桜高校発足以来、服飾デザインコースで伝えて

きた「藍絞り染め」を、もっと多くの生徒で技術を習得し、広げたいと考え、家庭クラブで技術習

得に挑戦しました。本校は校外のイベントに参加することが多いので、学校名を藍絞り染めで作る

ことに挑戦しました。初めての作業で時間がかかりましたが、完成し、全国産業教育フェアと種苗

交換会で展示しました。 

 

４．まとめと今後の課題 

簡単に「捨てない」意識を持ち、「捨てるもの＝資源」という視点で、身近な課題の解決方法を考

えて実践しました。生活の中で工夫する意識があれば、私たちの周りにはまだ活用できる資源がた

くさんあると実感しました。 

研究活動の中で「米不足」があり、農家の規格外食品が多

く捨てられている現状を目の当たりにしました。現在も地域

の子ども食堂に食品ロスになりそうな野菜などを使った手作

りお菓子を提供する活動を継続し、「食品ロスをなくす」啓蒙

活動をしています。（写真５）また卒業生に「コサージュ」を

つけてもらおうとクラブ員で考え、現在余り布のオーガンジ

ーを利用して製作中です。「かまぶく」も「かまぶくマスター」

がクラブ員を指導し、卒業式には手作りかまぶくをお祝いと

して配布する予定です。 

今後は「捨てるもの＝資源」を校内外で紹介しながら、SDGｓの視点で生活を見直す大切さを広め

ることと、「技術＝資源」ということを後輩にも伝えて、技術継承をしていきたいです。 

 

（写真４）公民館活動でかまぶく配付 

（写真５）子ども食堂でお菓子提供 

（写真３）子どもで食堂枝豆プリン提供 
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           卒業生へ贈る「コサージュ」製作の取組      生活科学科 

１、はじめに 

本校家庭クラブでは数年前から SDGs をテーマとした活動に取り組み、今年度は私たちの身の回りにあ

る「捨てるもの」を「資源」と捉え、その有効活用術について研究を行ってきた。この活動は課題研究の授

業で５班に分かれて行ってきたもので、１０月に生活科学科２年生全体でその内容を共有し、今後、どのよ

うに発展させられるかを話し合った。その際、余り布を活用した「コサージュ」を製作し、「卒業式で３年生に

つけてもらおう」という案が出たことから、このプロジェクトをスタートさせた。 

 

２、製作の概要 

（１）布地の選定 

     ドレス製作の余り布の中から、軽く透け感のある、オーガンジーを選択した。 

（２）色の選定 

校章に使われている、青・緑・桃の３色は必須とし、残量の多い黄・紫・白を含

めて６色に決定した。各クラスの人数と布の残量を照らし合わせ、Ａ組青、Ｂ組黄、Ｃ組緑、Ｄ組桃、Ｅ組

紫、Ｆ組白とした。 

  （３）形とサイズの決定 

     大量生産を考え、６枚の花びらをつなぐ単純な形にすることにした。中央にレースとパール粒をあしら

うことで華やかさを加えた。６種類のサイズを試作し、比較したところ、ある程度の大きさが必要なことが

分かり、完成品の花びら１枚のサイズを６cm とした。 

 

３、製作の様子 

   修学旅行明けから、週３時間の課題研究を活用して本格的に製作をスター 

トさせた。６枚の花びらを縫い合わせていく作業、中央にレースとパール粒を縫 

い込んでいく作業、土台を縫い固める作業、適切な位置に安全ピンを縫い止 

める作業と大きく四つの工程を経て完成する。コツをつかみ、慣れるまでに時 

間はかかったが、要領を得てくると順調に作業は進んでいった。お世話になっ 

た先輩方に感謝の気持ちを込めて、一つ一つ丁寧に製作を進めていった。 

 

４、卒業式の様子 

５、まとめ 

   廃棄物の有効活用という桂桜 SDGｓの視点に生活科学科で培ってきた技術が加わり、家庭クラブ活動

をさらに発展させられたことは大きな収穫だったと感じている。今年度の「卒業かまぶく」と共に２年家庭ク

ラブ員全員で取り組んだこの活動は、生徒達の今後に良い効果をもたらしてくれるに違いない。製作にあ

たり、必要な物品を準備してくださった事務部の皆様に感謝申し上げる。 
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 令和６年度 藍絞り染めの取り組み        
生活科学科 生活実践コース 

１、はじめに 

   第 34回全国産業教育フェア栃木大会において家庭学科展示部門に出展した。平成３０年度以来の参

加となるため、これまでの取組の中から秋田らしさが伝わる作品を展示したいと考え、「秋田の伝統工芸」

をテーマに計画することにした。今年度新たに製作する藍絞り染めの作品をメインに据えることとし、さらに、

これまで製作した作品の中から、十文字和紙のドレス、藍絞り染めの浴衣、鹿角茜染め・紫根染めのタペ

ストリー等、秋田ならではのものを選んだ。藍絞り染めは毎年、３年学校設定科目「あきたのくらしと衣生活」

において取り組んでいるが、今年度は、２年課題研究においてもその技術を習得し、２・３年生共同で一つ

の大きな作品を作ることにした。藍絞り染めの実習は、毎年、県立博物館のご協力をいただき、校外実習

を複数回実施している。今回は、今年度行った、藍絞り染めの取組について紹介する。 

 

２、作品の計画 

   ２年生４名、３年生７名の合計１１名で取り組むことになったことから、生徒が個々に製作した作品をつな

ぎ、大きなタペストリーを製作することにした。２年生は学校名を、３年生は学校名から「桂の葉」と「桜の花」

のモチーフを、また「秋田の春夏秋冬」をテーマに各個人がイメージした風景を絞りで表現することにした。 

 

３、製作過程 

（１）２年課題研究での取組（絞り） 

   ２年生は生活実践コース４名が藍絞り染めの伝統継承班として４月から調査や実

技練習を行ってきた。絞りの技法３種類を習得し、その中から文字を効果的に表現で

きる「軍隊絞り」を用いて取り組むことにした（写真①）。書き順に応じて絞る順番を計

画し、４名で確認しながら作業を進めていった。 

（２）３年学校設定科目での取組（絞り） 

   鹿の子絞りや巻き上げ絞りなどの横手絞りの技法を用いて、図案を効果的に絞り

あげるために、県立博物館工芸部門の技術者と藍染めのボランティアの皆様にご指

導いただいた。生徒それぞれが描いた図案をより効果的に仕上げるための技術習得

を目指し、お互いの情報を交換しながら、技術習得に励んだ（写真②）。 

（３）藍染め 

   １０月５日（土）、県立博物館で実施した。前日まで布と格闘する姿もあったが、生徒はこ

の日までに絞りあげることを目標に取り組んだ。白い布地を藍液に浸しては広げ、空気と触

れさせることで色が変化していく様子を見守りながら作業を進めた（写真③）。 

（４）完成に向けて 

   藍色に染めあげた１８枚の作品をつなぎ、タペストリーが完成し、全国産業教育 

フェアで「秋田の伝統工芸」と題して展示した（写真④）。 

 

４、まとめ 

２，３年生の共同製作は生徒にとって達成感をもたらしただけでなく、伝統工芸へ

のさらなる理解と継承の重要性についての認識を深める取組となった。また、壁一面

に掲示できる大きな作品を完成できたことは、今後の行事等にも活用でき、後輩へ

の継承にもつながると考える。ご協力いただいた皆様に感謝申し上げる。 

①軍隊絞りの様子 

②県立博物館での実習 

③藍染め実習 

④全国産フェアでの展示 
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令和６年度 ３年フードデザインコース 商品化 
学校設定科目「秋田のくらしと食」の課題として、３年フードデザインコース全員で「大館産食

材を使用したお菓子」を考えました。地元の洋菓子店「パティスリーメッスナー」のパティシエで

ある藤田さんにレシピを審査してもらい、鈴木凪沙さんが考案した大館産の桃ジャムを入れた「紅

茶と桃のマフィン」を商品化していただきました。桂桜祭・大館圏域産業祭で計約７００個を販売

し、大好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

鈴木凪沙さん考案の「紅茶と桃のマフィン」 

令和６年１０月２５日 北鹿新聞掲載 生徒作成の販売ポスター 



 

 

編 集 後 記 

 

 

 

 多くの先生方のご協力により、「令和６年度研修集録」を発行することができました。ご多

忙中にも関わらず、ご寄稿してくださった先生方、さまざまな形で編集にご協力くださった先

生方に厚く御礼申し上げます。 

 これらの研修を皆様の今後の教育活動にご活用いただければ幸いです。 

                                   

（研修部） 
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